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企業等と沼津高専の研究者が、特定の課題について、独創的で優れた研究成果を期待して共同で取
り組むための制度です。多くの大学等で実施されているものと基本的に同じ制度で契約を締結して実
施します。研究の内容および規模により複数年度にわたる契約もできます。共同する企業等が研究経
費を納付することにより、沼津高専での研究が行われますが,この際、企業等の技術者・研究者を沼津 
高専に派遣することも可能です。

研究成果を得たい企業等が沼津高専の研究者に研究実施を委託して、報告を受ける形でその成果を 
得る制度です。共同研究との相違点は、企業等から全面委託である点です。研究の内容および規模等 
により複数年度にわたる契約もできます。

この研究実施経費は、委託者が負担します。

学術研究の奨励や教育の充実を目的とする寄附金です。寄附者は、研究目的や研究者を指定したり、
寄附者の氏名等を付したりすることはできますが、寄附の見返りとして研究成果等を受け取る権利は 
生じません。

寄附金は、研究設備や図書の充実など本校の学術研究・教育環境の整備等に活用され、それにより
得られた成果を通じて沼津高専のみならず広く社会に貢献しています。

沼津高専には、機械、電気・電子、制御、情報、化学、生物工学など、幅広い研究分野の研究者が 
在籍しています。

企業の現場で生じた技術的問題や疑問点を解決するために、沼津高専の技術・知識等の研究開発資
源でお手伝いできることと自負しています。毎週木曜日午後を科学技術相談日としていますので、お 
気軽にご相談ください。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

共 同 研 究

受 託 研 究

寄 附 金

科学技術相談

user
テキスト ボックス
インデックス（氏名索引）　　　　　　Ｐ７４


user
テキスト ボックス
インデックス（利用可能設備・機器）　Ｐ７６




 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属：  沼津工業高等専門学校 

研究タイトル： 凍結過程の理解と凍結による機能創成 

高機能分析・計測化学 

 

氏名：  岡田哲男 ／ OKADA Tetsuo E-mail： tokada@numazu-ct.ac.jp 

職名：  校長 学位：  理学博士 

所属学会・協会： 日本化学会、日本分析化学会、アメリカ化学会、日本イオン交換学会 

キーワード： 氷、凍結濃縮、凍結保存、氷が関与する環境化学、分離、分析化学、界面化学 

技術相談 

提供可能技術： 

・氷、凍結、凍結条件下での反応 

・物質分離（クロマトグラフィー、電気泳動など）、分光計測（ラマン分光、X 線分光など） 

・ナノ・マイクロ粒子の特性評価と計測 

・イオン交換、水処理 

 

研究内容： 凍結や氷が関わる反応・現象、水・イオン・粒子に関する計測・分離 

凍結過程の理解と凍結による機能創成 

 水溶液を凍結すると多くの場合氷と溶質を濃縮した溶液(凍結濃縮溶液)に分離します。精製水などを除けば、水は通

常何らか不純物を含んでいますので、私たちが目にする「水を凍結したもの
．．．．．．．．

」は氷だけでなく凍結濃縮溶液を内部に包

含しています。溶質濃度が低いと、凍結濃縮溶液のサイズが小さくなり、マイクロメーター(µm)あるいはそれ以下になり

ます。図 1 に NaCl を含む凍結水溶液の表面画像を示します。ここでは、蛍光色素を微量入れておくことで、凍結濃縮溶

液を可視化しています。多角形の氷結晶の隙間に凍結濃縮溶液が線状に存在することがわかります。この溶液は氷に

囲まれていますので、その物性は氷の影響を受けます。氷と凍結濃縮溶液はどちらも水でできている点で非常に特異

的です。その結果、氷近く(界面)と氷から離れた沖合では物性が違っています。たとえば pH は溶液の性質を代表する

指標の一つで、通常は溶液全体の値が溶液の代表 pH として捉えられます。しかし、凍結水溶液では図 2 示すように

µm のスケールで不均一があることがわかります。このような性質が凍結条件下での反応や現象、機能などに影響を及

ぼしていると考えられます。凍結により、以下のような実用展開が可能です。 

・ 凍結条件下の反応 → 凍結により必ずしも反応は遅くならない → 食品、細胞や医薬品などの凍結保存 

・ 雲や海氷などの天然の氷における反応 → 予想しなかった反応や現象が起こる → 凍結系の環境化学 

・ 氷マイクロ、ナノテクノロジー → nm～µm 流路 → 粒子、細胞、高分子のサイズ認識・分離、不凍タンパク質 

・ 凍結を利用する高感度分析 → 凍結機能を利用 → 種々の測定を簡便に 1000 倍以上高感度化(図３) 

日本語の解説：ぶんせき、p.85 (2020); Review of Polarography, 67 巻、 57 (2021)  

凍結以外の分野 

 上記の他、以下のような研究をしています。上記の例と同様実用展開、対応可能な分野を示します。 

・ イオンの溶媒和状態の解明 → イオンの分離と溶媒和構造 → イオン交換の選択性、水処理の効率化、 

単分子膜でのイオンの挙動、放射光を用いる X 線分光、 

液体クロマトグラフィー（イオンクロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動を含む） 

・ 粒子分離 → 粒子（分子集合体、ナノ粒子凝集体を含む）の物性 → 集合体・凝集体の荷電状態と分散機構、 

                                               粒子を用いる微量バイオ計測 

日本語の解説：イオン交換学会誌、25 巻、17(2014);分析化学、68 巻、549(2019). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 凍結した NaCl 水溶液の

表面(スケールバー100 µm)  

 

図２ 凍結した NaCl で生じる凍結濃

縮溶液の pH 不均一 

 

 

図３ クリスタルバイオレット(CV)
の凍結表面増強ラマンスペクトル
(赤線)と通常測定(黒線)の比較 

校

長 

1 1



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

空気圧ゴム人工筋肉を用いた立位保持装置と重心移動装置の開発 

 

氏名：   村松久巳／MURAMATSU  Hisami E-mail： muramatu@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 工学博士 

所属学会・協会： 日本機械学会、日本フルードパワーシステム学会、日本音響学会 

キーワード： 空気圧 

技術相談 

提供可能技術： 

・空気圧システムの動作評価 

・空気圧機器から発生する騒音の評価 

 

機
械
工
学
科 

研究内容： 空気圧ゴム人工筋肉を用いた立位保持装置と重心移動装置の開発 

技術分野：医療・福祉機器 

 

 人間の日常生活において立位を主体とした行為は多く，排泄，入浴，洗面，調理，洗濯，および更衣などがあ

る．この立位の姿勢保持は，基底面内に身体の重心を投影した点があることで成り立つが，加齢により身体機能

が低下し，圧中心の動揺が大きく，転倒に至ることがある．そこで本研究では，高齢者の立位の姿勢保持を補助

するために，空気圧を用いた立位保持装置を開発した．この装置をさらに発展させて、重心移動や踏み出し動作を支

援する装置を開発している。装置には空気圧ゴム人工筋肉を内蔵しており、高齢者の動作に伴うアシストを行う。理学療

法士が行うリハビリテーションの訓練等に活用することができる。 

 

 

Fig.1 立位保持装置と重心移動装置               

研究者 PR・自己紹介 

 空気圧機器とそのシステムから発生する騒音の計測評価ができます。 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

重心動揺計 グラビコーダ GP-31（アニマ）  
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所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

SHS（燃焼合成法）による材料合成 

 

氏名：   新冨雅仁 ／ SHINTOMI Masahito  E-mail： shintomi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本燃焼学会 

キーワード： 熱工学，燃焼合成，SHS，二ホウ化マグネシウム，ダイヤモンド薄膜 

技術相談 

提供可能技術： 

・SHS による材料の試作 

・ダイヤモンド薄膜の燃焼合成 

・伝熱に関する事項 

 

 

研究内容： SHS（燃焼合成法）による材料合成 

技術分野：エネルギー・環境応用 

 

  二ホウ化マグネシウム（MgB2）は，2001 年に超伝導体であることが明らかになった注目の物質です．転移温度が 39 K 

と金属系超伝導体の中で最高であり，MRI やリニアモーターカーへの使用が期待されています．従来の合成法では，高

温高圧状態を長時間保つ必要があり，大量のエネルギーを消費しますが， SHS （ Self-propagating High-temperature 

Synthesis，燃焼合成法）では，Mg と B の粉末を混合した圧粉体を作り，一点に着火のためのエネルギーを加えるだけ

で，その後は圧粉体内を燃焼波が自己伝ぱするため，非常に少ないエネルギー消費で MgB2 を合成することが可能で

す．現在は，高純度の MgB2 を合成するために，粉末の粒径や圧粉体の密度などをどのようにすればよいかを調べてい

ます．また，SHS を用いれば，500 種類を越えるセラミックスや金属間化合物の合成が可能といわれています． 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

 「燃焼」という言葉は，二酸化炭素の排出を連想させることなどから，残念ながらマイナスのイメージがつきまとうものに

なってきました．しかしながら，この少々肩身が狭くなってきた燃焼も上手に利用することで，これまでは合成が困難だっ

た材料を簡単に，しかも従来の方法よりも少ないエネルギーで作ることが可能です．燃焼反応を用いた新規材料の合成

を積極的に進めています． 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

Mg粉末 

 

B粉末 

 

混合粉末 

 
圧縮成型 

圧粉体 

 

燃焼波伝ぱ 

 

MgB2の合成完了 

 

機
械
工
学
科 

3 3



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： 生産システムの制御・PID 制御・適応制御 

技術分野： （ものづくり技術） システム，共通基礎研究 

 

1) PLC や AC サーボ，画像センサなどを組み合わせた，アライメント等の制御システムの構築，教育・研究への活用

（図１参照）． 

2) PLC とフィードバック制御の，マスワークス社の MATLAB/Simulink のツールを用いた融合，振子の制振，倒立制御

をはじめとする高度な制御手法の PLC への実装および検証（図２参照）． 

3) 産業界からのニーズを受けた，PLC を用いた温度・湿度制御システムの構築（図３参照）． 

4) ３軸直交ステージの垂直軸へ変位センサ内包型電磁石を設置した，非接触搬送制御システムの構築（図４参照）． 

※ 主として，オムロン株式会社の制御機器を用いて，シーケンス制御とフィードバック制御を併用した，高度な制御シス

テムの構築について研究を行っています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

2013 年度，オムロン株式会社へ出向し，PLC を用いた制御機器の開発業務に携わりました．オムロンの PLC は，国際標準

規格 IEC61131-3 に準拠しており，メーカや機種に依存しないグローバルスタンダードです．最速 0.5msec の多軸同期制御が

可能な PLC を用いた生産システムの構築を，幅広い分野のメーカとともに検討していければと思っております．2013 年度以前

は，汎用マイコンを用いた PID 制御系の設計や，振動・騒音の適応制御の実績もあります．また近年は，産業界からの要請を

受け，温度・湿度制御システムの構築にも取り組んでいます． 

所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

生産システムの制御・PID 制御 

 

氏名：   三谷祐一朗 ／ MITANI Yuuichiroh E-mail： mitani@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会，計測自動制御学会 

キーワード： （製造技術） 機械制御，生産システム・管理 

技術相談 

提供可能技術： 

・PLC や画像センサ制御機器を用いた生産システムの構築・制御手法 

・PLC とフィードバック制御を融合した同期制御 

・PLC を用いた温度・湿度制御システムの構築 

・３軸直交ステージによる非接触搬送制御システムの構築 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

オムロン株式会社製の制御機器(PLC・サーボ・センサなど)  

汎用マイコン(PSoC)を用いた倒立振子・磁気浮上制御教材  

PLC を活用した温度・湿度制御システム  

  

  

 

図１ アライメント 図 2 倒立振子 図 3 温度制御 図 4 非接触搬送 
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所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

ニッケルチタン合金の切削機構について 

 

氏名：  永禮 哲生 ／ NAGARE Tetsuo E-mail： nagare@numau-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 修士（工学） 

所属学会・協会： 精密工学会 

キーワード： 切削加工，放電加工，レーザー加工，設計技術 

技術相談 

提供可能技術： 

・切削加工における切削性の評価 

・ステンレス鋼の切削加工における切削条件と切削油剤について 

・仕上げ面粗さの限度見本による管理について 

・振動式粘度計／圧力計の設計について 

 

研究内容：  

 

NiTi 合金は超弾性や形状記憶といった優れた特性を持つ金属であり，医療分野や航空宇宙分野などで利用されてい

る．一方で，NiTi 合金は力の影響を受けやすく小さな加工力でも容易に相変態を起こすことから難加工材としての側面

を持つ．しかし，NiTi 合金の切削加工における加工影響層に関する研究は少なく，NiTi 合金の加工能率を向上させるた

めには加工影響層について詳細に検討する必要がある． 

 

 

加工変質の観察 

 切削加工の影響による変質を観察するために，切削加工面を加工力，加工熱のほとんど発生しない電計研磨により

加工し，XRD により組織変化の観察を行う。 

 

切削温度の測定 

 NiTi 合金の切削時には切削抵抗により被削材が高温となってしまうため，組織が変態することにより切削特性が変化

していることが考えられる．そのため，切削時に発生する温度を測定することは非常に重要である。切削温度の測定に

は様々な手法が提案されているが，本研究では切削点近傍の温度が被削材の変態に大きく影響すると考え，工具/被

削材熱電対法による切削温度測定を試みた。 

 

工具寿命の検討 

 実用化されている NiTi 合金の用途の線材やパイプ状である。切削加工はこうした素材を製造する際に，鋳塊／鍛造

材を，圧延可能な形状に成形する際に用いられる。切削加工の必要となる範囲が限定的であるため，加工に最適な工

具種，加工条件が確立されていない。適切な加工条件を確立するために，複数の工具種／加工条件により公寿寿命

試験を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

機
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所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

失明原因疾患における早期診断支援システムに関する研究 

 

氏名：  鈴木 尚人 ／ SUZUKI Naoto E-mail： n-suzuki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 米国視覚・眼科研究学会(ARVO)，欧州視覚・眼研究学会(EVER) 

キーワード： 眼科医療機器・装置，緑内障，糖尿病・糖尿，画像診断 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 医療・福祉機器 

・ 光学機器 

・ 精密機器 

 

研究内容：  

 

日本人が失明する原因疾患は緑内障，糖尿病網膜症，網膜色素変性症，加齢黄斑変性症，高度近視等です（左

上図）．私はこれまで糖尿病網膜症を早期診断するために，眼底カメラと同じ光学系を持つ実験装置（右上図）

と模型眼（左下図）を製作し，イメージアーティファクトの判別（右下図）に関する研究を行っていました．緑

内障，網膜色素変性症，加齢黄斑変性症の診断は視野検査，視力検査，網膜電図等によって行われています．現

状の実験装置にこれらの検査機能を追加することにより，失明の原因となる疾患の大部分が検査可能になりま

す．視野検査や網膜電図は検査時間が長いため，眼球運動を計測しながら行う必要があります．その為，実験装

置は眼底カメラだけでなく，ハロゲンランプで模型眼を照明し，赤外線カメラで撮影出来る構成に作り替える

必要があります．今後，検証を行っていきます． 

 

   

 

     

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

 

機
械
工
学
科 
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所属： 沼津工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

不等速運動機構・機械要素設計に関する研究 

 

氏名：  山中 仁／ YAMANAKA Hitoshi E-mail： yamanaka@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 修士・技術士（機械部門） 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本技術士会，日本 IFToMM 会議，日本設計工学会，東京設計管理研究会 

キーワード： 設計工学，機械要素，CAD/CAE，機構学，設計教育，印刷機械，ロボット，生産管理システム 

技術相談 

提供可能技術： 

・機構学全般（リンク機構，カム機構，歯車機構） 

 CAD,CAM,CAE,PDM 関連技術 

 新製品開発手法，改良設計手法，最適設計手法（田口メソッド，公差解析など） 

・設計教育（機械製図，CAD，CAE，設計法） 

 

研究内容： 不等速運動機構・機械要素設計に関する研究 

◇非円形歯車機構の運動解析，歯面の損傷評価 
等速の回転運動を不等速の回転運動に変換する機構にはリンク機構やカム機構などがありますが，非円形歯車機

構は伝達トルクや伝達効率の観点から，不等速運動機構に適した機構の一つです．一方，非円形歯車は製造方法や

設計の方法，強度評価などの方法が確立されていません．本研究では，非円形歯車機構で生じる従動歯車の挙動の

不安定性に着目し，従動歯車の挙動解析およびそれに伴う歯面の損傷の評価を試みています． 最近は機械学習を用

いた画像処理，評価技術が身近になってきたため，これらを応用した歯面の損傷評価法の確立を目指して研究を進め

ています． 

 

 

 

 

 

 

 

図１．高速度カメラによる非円形歯車の不安定挙動検出例       図２．Weka を用いた歯面損傷診断に用いた歯面の損傷画像 

 

◇リンク機構と粘弾性体を用いた腹足歩行ロボットの基礎研究 

不整地面の走破性と可搬性能に優れた多脚機構＋ゲルシートの 

構成とした，新しい形式の腹足歩行ロボットについて，この移動性能 

の評価や機構の改良を行っています． 

 

 

 

 

図３．試作した腹足歩行ロボット 

研究者 PR・自己紹介 

メーカにて産業機械設計や設計・技術管理，若手技術者教育の業務に従事していました．その経験から道具にとらわ

れない本物の設計の重要性を感じています．安易にツールに頼ることなく根拠のある設計を意識し，手戻りの少ない設

計方法や機構総合の方法を常に探求しています． 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

高速度カメラ（Photoron FASTCAM SNY-004） 工業用鋼性鏡（STRORZ） 

歯形試験機・５LD（浜井産業） 工具顕微鏡（ツガミ） 

データロガー（Graphtec GL-900-4） USB インターフェース（NI USB-6251） 

  

  

 

機
械
工
学
科 
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所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

天然繊維複合材料開発，接着剤を用いた結合技術開発 

 

氏名：  金 顯凡 ／ KIM Hyun-Bum E-mail： hyunbum.kim@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本材料学会 

キーワード： 複合材料，接着・結合 

技術相談 

提供可能技術： 

・単一繊維引張試験，短繊維複合材料引張試験 

・シングルラップシェア試験，Mode I・Mode II 荷重下における破壊試験 

 

研究内容： 天然繊維複合材料開発，接着剤を用いた結合技術開発 

 

 天然繊維複合材料開発 

微小ロードセルに単一天然繊維を取り付け         手動式射出成形機を用い，短繊維複合材料を 

引張試験を行います．                      製作し，引張試験を行います． 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

         単一天然繊維引張試験                              手動式射出成形機 

 

 

 接着剤を用いた結合技術開発 

シングルラップシェア引張試験を行い，     モード I（引張）及びモード II（せん断）荷重下における 

接着部のせん断応力を求めます．        破壊試験を行い，破壊じん性値を求めます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

シングルラップシェア引張試験             Mode I および Mode II 荷重下における破壊試験 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

手動式射出成形機  

引張および疲労試験機  

デジタルマイクロスコープ  

  

  

 

機
械
工
学
科 
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所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

低フルード数浮力噴流における特異流入現象に関する研究 

 

氏名：   前田篤志 ／ MAEDA Atsushi E-mail： maeda@numazu-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 工学博士 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本フルードパワーシステム学会 

キーワード： 可視化，画像処理 

技術相談 

提供可能技術： 
・浮力噴流を対象としたＰＩＶ，LIF 計測 

 

機
械
工
学
科 

研究内容： 可視化・圧力計測による流れの構造解明 

技術分野： 共通基礎研究，事故対策技術，地球環境 

 

 浮力噴流はノズルを通った流体が密度の異なる流体中に噴出するときに生じる流れであり、熱流体の輸送構造におい

て浮力の影響が重要な役割を果たす基礎的な熱流動現象である。また、特定条件下では周囲流体からノズル内部へ

の、逆流現象が発生する。原子力発電所における減圧事故や建物における換気の問題解決を目指し、種々に条件を変

えたＰＩＶ・ＬＩＦ実験から速度場と流入の有無を評価し、メカニズムと発生条件から現象をコントロールすることを目標として

研究を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 主にＰＩＶによる速度場計測を扱ってきたが、圧力変動などの流体の基本的な計測にも視野を広げ、別の方向からもこ

の現象のメカニズム解明に向けてアプローチして行く。 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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研究内容： 粒子集積化による材料設計 

静電相互作用を用いれば、取り扱いが困難なナノ物質をより使いやすくできます。この手法は、単純に表面電荷を調

整するだけなので、どんな材料（金属、セラミックス、高分子）でも、どんな幾何形状（球状、ファイバー状、板状）でも、如

何なる組み合わせに対しても適用できます。アイデア次第で多くの複合粒子、複合顆粒を創製することが可能なアセン

ブリ技術です。 

複合化では、粒径の異なる粒子を用い、大粒子および小粒子の表面電荷を相反するように調整することにより、大粒

子表面に子粒子が静電吸着し複合粒子を得ることができます。一方、顆粒化では、二種類の粒子の電荷を適切に調整

し、最適量で混合することで、ヘテロ凝集により均一な複合顆粒を得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図に示すような複合粒子、複合顆粒は、特別な装置を用いずに、溶液中、常温、常圧にてナノ物質を集積させること

により得ることができます。汎用性が高く安価にナノ物質を提供することが可能であり、様々な用途への適用が期待さ

れています。 

粒子集積化技術は、豊橋技術科学大学の武藤浩行教授、Tan Wai Kian 准教授と進めている研究になります。 

 

 提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

所属： 沼津工業高等専門学校・機械工学科 

研究タイトル： 

静電相互作用による粒子集積化 

 

氏名：  横井 敦史／ YOKOI Atsushi E-mail： yokoi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本セラミックス協会、The American Ceramic Society、粉末冶金協会 

キーワード： 粒子集積化技術、複合粒子、複合顆粒、セラミックス、静電相互作用 

技術相談 

提供可能技術： 

・静電引力を用いて、複合粒子、複合顆粒を作製する技術を提供します。金属、セラミックス、

高分子材料に適用可能であり、室温、大気中で簡単に作製することが可能です。 

 

 

様々な組み合わせによる複合粒子の例 複合顆粒の外観と顆粒内部微構造 

機
械
工
学
科 
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

電子デバイスの静電気破壊現象計測と対策技術開発 
写真 

氏名：   大津 孝佳／ OHTSU Takayoshi E-mail： ohtsu@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 静電気学会、電気学会、日本磁気学会、日本 TRIZ 協会、HDD 協会 

キーワード： 電磁環境、計測工学、プラズマ、電磁機能材料、表面処理、電気自動車、医療用機器・装置 

技術相談 

提供可能技術： 

・静電気放電現象（故障や誤動作を含む）及び電磁環境計測技術 

・静電気破壊対策材料（導電性材料・シールド材料）の開発及び評価技術 

・大気圧プラズマによる表面改質及びその応用技術 

・TRIZ（特許解析から生まれた発想法）を用いた製品開発（創造・保護・活用）支援 

 

電
気
電
子
工
学
科 研究内容： 電子デバイスの静電気破壊現象計測と対策技術開発 

技術分野：ナノテク材料（計測技術・標準）、環境（電磁環境）、エネルギー（省エネルギー・エネルギー利用技術） 

       ものづくり技術（先進的ものづくり）、社会基盤（事故対策技術）、フロンティア（宇宙開発利用） 

電子機器の高性能化に伴い、静電気破壊や誤動作などの影響を受けやすくなります。医療機器、航空宇宙、介護・福

祉ロボット、電気自動車等の分野に於いては、特に対策は重要とされています。そこで、全ての電子デバイスの中で静電

気に一番弱い（半導体の 10 分の１）磁気ヘッドの静電気破壊のメカニズムの解明、評価技術、対策技術等で培った最先

端の静電気対策技術を、今後、更に高い信頼性が要求される医療機器、航空宇宙産業等に展開しています。 

 

(1) 静電気対策材料の開発・評価と医療機器・航空 

宇宙材料等への応用 

(2) 静電気放電によるロボット等の電子機器の 

誤動作に関する研究 

(3) 大気圧大容量プラズマを用いた静電気対策技術 

や他の分野への応用 

(4) 医療機器・航空宇宙機器・電気自動車等の電磁 

環境の計測とシールド材料の開発 

 

 

 

 

静電気対策技術 

の階層                                 静電気耐力の推移           大気圧プラズマ実験 

研究者 PR・自己紹介 

Society 5.0 を担う人材育成を目的に知財創造教育（創造・保護・活用）の学習活動として、TRIZ を用いた創造法等による

アイデア創生や商品開発を行います。また、3D ブロックを用いて成長の段階に応じたスパイラルアップ型の創造教育、駿

河湾を知財創造教育のキャンパスとしての活動、充電式電池 40 本で鈴鹿サーキットの国際レーシングコースを走る自転

車や車のレースを通じて、地域の未来を担う産業人材育成にご協力致します。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

静電気放電現象観察装置 光電界プローブ 

大気圧プラズマ実験装置 超高感度紫外線カメラ 

膜厚中帯電状態観察装置  

伝送路シミュレーション  

3D ブロック&スタディーノロボット開発環境  

 

11 11



 

  

研究内容： ベクトル周波数変調法によるインバータの制御 

技術分野： パワーエレクトロニクス 

インバータは、直流を交流に変換する電力変換器で、交流モータの電源装置に用いられています。ベクトル周波数変調

（ＶＦＭ）は、インバータの周波数変調の一種で、パルス幅変調（PWM）と異なり、原理的にコンパレータや発振器を必要とせ

ず、三相に適用した場合には三相一括処理を行えます。しかも完全なソフトウェア処理なので、モータのデジタル制御に適

した変調方式です。現在、ＶＦＭの各種インバータへの適用について、研究を行っています。 

 図１はＶＦＭインバータによる誘導モータの駆動構成例です。図 2 はＶＦＭによって誘導モータの磁束回転速度が調整され

る状況を表しています。ここで、�∗ は周波数指令、円周上の○がゼロ電圧ベクトルを表しています。○の分散密度によって

速度調整を行うのが VFM です。図３はＶＦＭインバータの電圧波形例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

インバータの他に、誘導モータのＰＬＬ制御や、デジタル制御について研究してきました。自作インバータを用いて実験を

行っています。自作経験は、工学研究のよい基礎になっていると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

パワーエレクトロニクス技術の電動機制御への応用 

 

氏名：   高野明夫／ TAKANO  Akio E-mail： takano@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 電気学会 

キーワード： パワーエレクトロニクス、インバータ、ベクトル周波数変調 

技術相談 

提供可能技術： 

・パワーエレクトロニクス技術を用いたインバータの制御 

・電動機制御 

・電力変換器のベクトル周波数変調 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

誘導電動機と直流発電機のトルクセンサ付ＭＧセット 大洋電気工作所 

  

  

 

図２ VFM による磁束の回転速度調整 

図１ システム構成例 

図 3 VFM インバータの電圧波形例（�∗ � 40��） 

電
気
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

機能性薄膜を用いた新しい電子デバイスの創出 

 

氏名：   野毛 悟 ／ NOGE Satoru E-mail： s-noge@nunazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電子情報通信学会、応用物理学会、電気学会、IEEE 

キーワード： 薄膜、ドーピング、結晶、アモルファス、圧電材料、オプトエレクトロニクス材料 

技術相談 

提供可能技術： 

・スパッタリング等による酸化物系薄膜形成技術 

・薄膜の電気的特性、光学的特性の測定 

・ゲルマニウム(Ge)等を添加した機能性ガラス薄膜の開発 

・水晶振動子の集積化技術およびセンサ等の開発 

 

研究内容： ４価元素をドープした石英ガラス薄膜の高機能化に関する研究 

技術分野： ナノ物質・材料（電子・磁気・光学応用等） 

 石英ガラス材料は、光の伝搬損失や誘電損失が極めて小さく、材料の化学的安定性にも優れているため、光ファイバー

や PLC(平面型光回路)などにおける光導波路、MOSFET などのトランジスタのゲート絶縁膜や半導体集積回路における

メモリー用コンデンサの誘電体など、幅広く応用されています。 

 この石英ガラスをベースに４価元素（例えば、ゲルマニウム、チタン、スズなど）を微量に添加（ドーピング）した薄膜で

は、さまざまな機能を付加することが可能になります。 

(1) 可視発光・・・紫外線を照射すると無色透明の機能性ガラス薄膜が可視光（青〜赤）を発光するようになります。これ

はドープする元素によって色が変わりますし、ドープ元素を混ぜることによっては白く光らせることもできます。どのよ

うな材料の組み合わせが良いのか研究を進めているところです。 

(2) 圧電現象・・・圧電現象とは一般的にはある結晶構造を持った材料に力を加えると、結晶表面に電荷が現れる現象の

ことです。このような特徴を持った材料を圧電材料と呼び、結晶に特有の現象です。しかし、機能性ガラスに対して加

熱しながら電圧をかける処理（分極処理）を施すと圧電結晶と同様に圧電性を持つことが分かりました。現在は、これ

をより強く、長く定着させる方法について研究中です。 

このように４価元素をドープした石英ガラス薄膜に様々な機能（発光や圧電）を付与する技術とその応用に取り組んでい

ます。石英ガラスはシリコン（硅素）が主原料ですから、人にも環境 

にも問題なく、原料が 

不足する心配もありません。古くから良く知ら 

れているようでありながらまだまだ奥の深い材料です。 

 

 

 

 

 

             

   石英ガラスにドープする元素を変えた場合の発光例     圧電応答の観測データの一例 

研究者 PR・自己紹介 

 酸化物薄膜材料の形成技術とその応用について研究しております。「想像から創造へ」をモットーに新しい材料探索と

薄膜か技術の確立をめざしています。この分野にご関心のある方とご一緒に研究，技術開発を行いたいと思います 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

真空蒸着装置：VPC-260F（アルバック機工） フルレンジマイクロスコープ：VHX-2000（Keyence） 

段差計：DektakXT-S（アルバック）  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

センサインターフェイス回路の開発 
 

氏名：   望月孔二／MOCHIZUKI Kouji E-mail： mochizuki-k@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： IEEE, 電子情報通信学会 

キーワード： 計測工学，アナログ回路・信号処理，センサ，センサインターフェイス 

技術相談 

提供可能技術： 

・センサのためのアナログ電子回路 

・信号処理回路（主に，アナログ信号をデジタル信号に変換する回路） 

・測定システムの改善 

・アナログ電子回路 

 

 

電
気
電
子
工
学
科 研究内容： インターフェイス技術による，センサを含んだシステムの能力改善 

技術分野 ： 計測技術・標準 

 

電子システムの多くは，①センサ，②信号処理部，③アクチュエータからなります。例えば，エアコンの動作は，①温度

センサで室温測定，②室温と設定温度との比較検討，③コンプレッサー稼働による温度調整機能の作動となります。 

これら①～③はどれも大切であり，どれか一つでも欠けてもシステムは機能しなくなってしまいます。その中で，私の研

究室のテーマは①と②を，センサの情報を信号処理部に取り込むためのアナログインターフェイス回路であり，①と②を

つなぐための技術です。必要に応じてセンサや，デジタル処理も提案します。 

取り組んできたシステムは，圧力計，ガス検知器，油中の不純物測定などです。写真に示すのは，容量センサのため

のインターフェイス回路，組み立てた回路，回路評価用の模擬センサです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

かつて電子システムはアナログのみでしたが，デジタル技術の拡大によりデジタル化が急激に進みました。そんな中

で，センサ回りにはこれまで通りアナログ回路技術が欠かせません。基礎的な技術ですが，システム全体の特性に大きく

影響します。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

四入力デジタルオシロスコープ WaveJet 324A (LeCroy)  LCR メータ 4263B（Agilent） 

四入力デジタルオシロスコープ TDS2024B (Tektronix) 16bit × 16ch DAQ  NI_USB-6218 (NI) 

四入力デジタルオシロスコープ DL1300 (Yokogawa)  DSpic 開発機 ｄsPICF-400 (マイクロテクニカ) 

２出力ファンクションジェネレータ 33522A (Agilent) PIC 開発機 PICD-500EX5 (マイクロテクニカ) 

１出力ファンクションジェネレータ 33220A (Agilent) AVR 開発機 AVRISP mkII (Atmel) 

 

 

模擬容量センサ 

 

組み立てた回路の例 

 

開発した回路の例 
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

核融合プラズマ対向壁間相互作用の研究 

 

氏名：   西村賢治 ／ NISHIMURA Kenji E-mail： nisimura@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： プラズマ核融合学会 

キーワード： 核融合、プラズマ、シミュレーション 

技術相談 

提供可能技術： 

・シミュレーションなので実機は無いものの、設定変更によってさまざまな条件で計算が可能 

・気体中での水素同位体燃料の輸送過程を追跡することも可能 

 

電
気
電
子
工
学
科 研究内容： 核融合プラズマ対向壁間相互作用シミュレーション 

技術分野：原子力エネルギー 

人工の太陽を 

原子力発電に対する人々の目は今もなお非常に厳しく、再稼働に向けた対策が施されようとしているものの、

理解が得られるような状況にはありません。核廃棄物の処理についてもいまだ道筋は見えてきません。しかし同

じ原子力でも、核融合発電が実現できれば、枯渇の心配が無く、なおかつ安全で比較的クリーンな発電システム

を構築できます。核融合反応は太陽で起きている現象と同じなので、実現できれば、人工の太陽を作ったことに

なります。この装置を作成するための材料評価、さまざまな諸過程を追跡するシミュレーションプロクラムの開

発を行い、適切な材質の評価を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

得られるエネルギーは水素燃料１g  ≒  石油８t 

重水素と三重水素による核融合反応のモデル 

研究者 PR・自己紹介 

 

プラズマが何かは知らなくても、プラズマという言葉は多くの人が一度は耳にしたことがあるでしょう。プラ

ズマは特別な状態にある気体のことで、気体の構成要素が原子や分子ではなく、多くがイオンと電子に別れた(正

確には電離した)状態にあるものをいいます。太陽内部ではこのプラズマ状態にある水素が核融合し、地球にエネ

ルギーを送り続けてくれているのです。このプラズマを使って核融合を起こす研究をしています。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

研究室で開発した粒子輸送シミュレーションプログラム  
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所属： 沼津工業高等専門学校 電気電子工学科 

研究タイトル： 

自己組織化ナノ構造制御とナノテンプレート機能 

 

氏名：  小村元憲 ／ KOMURA Motonori  E-mail： m-komura@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 高分子学会、応用物理学会、日本液晶学会 

キーワード： 高分子、液晶、自己組織化、走査型プローブ顕微鏡 

技術相談 

提供可能技術： 

・走査型プローブ顕微鏡を用いたナノ構造評価とナノ物性計測 

・斜入射小角及び広角 X 線散乱法を用いた薄膜のナノ構造解析 

・ソフトマテリアルの自己組織化構造制御 

・振動環境発電用ナノ構造圧電体の発電・疲労評価試験 

 
研究内容： 自己組織化ナノ構造制御とナノテンプレート機能 

半導体の微細化は，素子配置の高密度化(省スペース化)だけでなく，電荷の移動距離が短くなることによ

るデバイスの高速化，省電力化につながる．今日，微細加工技術の世界では，大きなものから小さなものを

削り出すトップダウン法が発展している．しかし，今以上の微細な構造を形成するためには莫大な費用と

時間がかかる．そのため，簡便で大量生産性に優れる技術として，小さな分子を積み上げ，複雑な構造を作

り出すボトムアップ法の研究が盛んに行われている．その中でも 2 種の高分子が連結したブロックコポリ

マー(BC)を用いる方法が国際半導体技術ロードマップに載り，次世代技術として注目を浴びている．小村

(元)研究室では，液体と結晶の両性質をもつ「液晶」を組み込んだ BC が自己組織的に形成するナノスケー

ルの高規則周期構造(ミクロ相分離ナノ構造)の研究を行っている．ラビング(こする)法，偏光照射，空間閉

じ込めなどの外場印加や分子間相互作用，配向転移法などで構造制御を行い，更に，下図に示すテンプレー

ト機能により他物質へ構造転写を施し，半導体，導体の超微細加工を実現する．また，巨視的な配列制御に

より，例えば，250TB 級の磁気記録媒体などへの応用を目指している．その他，この研究は，トップダウ

ン法の最先端技術である極端紫外光(EUV)用の光学材料などへの展開も期待できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

走査型プローブ顕微鏡 (Brukeｒ社) スーパーインクジェットプリンタ （SIJ テクノロジ社） 

超高サイクル疲労試験機 （エミック社） ラビング装置 （EHC 社） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

ステレオ画像計測を用いた電波強度分布測定 

 

氏名：   嶋 直樹 ／ SHIMA Naoki E-mail： shima@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電子情報通信学会、日本大気電気学会 

キーワード： 画像計測、電波強度 

技術相談 

提供可能技術： 

・電磁界雑音対策 

・LabView を用いた計測システムの構築 

・マイコンを用いたデジタル回路およびソフトウェアシステムの試作 

 

電
気
電
子
工
学
科 研究内容： ステレオ画像計測を用いた電波強度分布測定システムの開発 

技術分野：医療・福祉機器 

 

本研究では電波強度分布の測定を簡便に行うシステムを提案しています。本システムでは、アンテナを動かしながら

電波強度の分布を測定できるので、アンテナの位置決めを行うための機構や測定点の管理の手間を減らすことができま

す。また、測定データを見ながらアンテナを動かすことで、特定部分の測定点を増やし、空間解能の向上をはかることが

できます。 

本システムではアンテナの位置をステレオ画像計測で得ています。これによりアンテナ位置の制御、管理から解放され

ます。位置情報の精度は画像計測に依存します。電波強度はスペクトラムアナライザなどの機器で測定し、PC 上でアン

テナ位置と電波強度のデータを統合し、電波強度分布を得ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

電動バイクにも興味を持ち、バッテリーマネージメントシステムなどについても調査を行っています。また Arduino や

RepRap などの Maker ムーブメントで開発が進められているガジェットにも注目しています。同好の士の方はお声掛けくだ

さい。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

スペクトラム・アナライザ N9000A (Agilent) ベクトル・ネット－ワーク・アナライザ 8714ES (Agilent) 

オシロスコープ MSOX3024A (Agilent) デジタルカメラ PowerShot G10 (Canon) 

USB データ収録デバイス USB-6341 (National Instruments) USB データ収録デバイス USB-6210 (National Instruments) 

I2C/SPI/SMBus インターフェース USB-8451 (National Instruments) GPIB コントローラ GPIB-USB-HS (National Instruments) 

実験プラットフォーム NI ELVIS Plus (National Instruments) 測定器制御ソフトウェア LabView2012 (Nationaql Instruments) 

 

電波強度分布測定イメージ 電波強度分布測定システム概念図 
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所属： 沼津工業高等専門学校 電気電子工学科 

研究タイトル： 

マイクロマグネティクスシミュレーションによる磁性材料の解析 

 

氏名：  大澤友克／OHSAWA Tomokatsu E-mail： t-ohsawa@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本物理学会、日本磁気学会 

キーワード： 磁気メモリ、磁性材料、シミュレーション、スピントロニクス 

技術相談 

提供可能技術： 

・マイクロマグネティクスシミュレーションによる磁性材料の解析 

・第一原理計算ソフト WIEN2k を用いた電子状態の解析 

・遷移金属酸化物の磁性・伝導に関する理論的考察 

 

 

研究内容：  

近年の計算機の発達により、マイクロマグネティクスシミュレーションを用いて、今まで求めることが出来なかった磁性

体における磁化構造の諸問題を数値的に解くことが出来るようになった。磁化構造の諸問題として HDD の磁気ヘッド

の微細化や安定性の向上、面記憶密度の増加などが挙げられる。 

 大澤研究室では、次世代の磁気メモリとして期待されているレーストラックメモリに注目し、研究を進めている。レース

トラックメモリとは、スピン流を利用した磁気デバイスであり、磁性細線にビットを表現する磁壁を並べ、スピン流でそれ

らの列をスライドさせて、読取部で磁化状態を読み取る磁気メモリである（図１）。現在のメモリに比べ大容量化が期待

でき、実用化に向けて研究開発が続けられている。図２は、磁壁の替わりにスキルミオンと呼ばれる磁気構造を情報担

体として用いて、スピン流によりスキルミオンをスライドさせたときの時間発展の様子である。スキルミオンがスピン流に

より、等速度で移動していることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1．レーストラックメモリの模式図            図２．磁性細線中を移動するスキルミオンの様子 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

[ ]0t s=

[ ]3t ns=

[ ]6t ns=

[ ]9t ns=

[ ]12t ns=

[ ]15t ns=

[ ]0x nm= [ ]200 nm[ ]100 nm

読み取り 書き込み
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル：  

高忠実色再現に関する研究 

 

氏名：   高矢昌紀／ TAKAYA Masanori E-mail： takaya@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 映像情報メディア学会，the Society for Information Display 

キーワード： 色彩工学，画質，画像処理 

技術相談 

提供可能技術： 

・画像機器のカラーマッチング 

・ディスプレイの特性評価 

・分光画像処理 

・心理物理実験（視覚系） 

 

電
気
電
子
工
学
科 研究内容： 高忠実色再現に関する研究 

技術分野： 情報通信 

 普段我々が利用する画像機器の大半は，きれいに見えることを重視して設計されており，色再現の正確性

はほとんど考慮されていません。しかし，遠隔医療やネットショッピング，芸術品のデジタルアーカイブな

どの分野において，忠実な色再現の重要性が指摘されています。 

本研究室では忠実な色再現に関連する各種画像機器の色変換法の提案や，光学特性の評価，画質評価実験

による主観評価実験を行っています。また，人間の色覚特性（等色関数）の個人差や少数派色覚の方の色の

見えの問題も研究課題としており，マルチスペクトルカメラや多原色表示装置を利用した分光画像処理につ

いての検討も行っています。 

 

研究者 PR・自己紹介 

 先日コートを購入しました。お店には同じデザインで色違いのコートが２種類売られていました。「墨黒」と「黒」です。本

当に良く似た色のものでしたが，実物を見ると商品選びに影響を与える程度に違いが判別できます。しかし，おそらく既存

の画像システムでは２つの色を正しく扱うことができません。ネットで服も購入できる時代になりましたが，まだまだ色情報

の扱いは不十分だなと実感しました。こうした微妙な色合いの違いを取得・再現できるような画像システムの構築を目指し

ています。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

分光放射輝度計 Photo Research PR 650 マルチスペクトルカメラ(16 バンド) 

色彩輝度計 Topcon BM-7 多原色表示装置(6 原色) 

分光測色計 コニカミノルタ CM-2600D  

カラーキャリブレータ X-rite eye-one XT  

色彩輝度計(ポータブル) コニカミノルタ CS-100A  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電気電子工学科 

研究タイトル： 

生体計測に基づく制御系の構築 

 

氏名：  山之内 亘／YAMANOUCHI Wataru E-mail： yamanouchi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： IEEE、電気学会 

キーワード： モーションコントロール、ハプティクス、生体計測 

技術相談 

提供可能技術： 

・モータ制御 

・位置、力計測および推定 

・遠隔操作技術 

 

 

研究内容： 人間の情報計測とシステム制御の融合 

大量生産大量消費の構造が変化し、個々のニーズに対して答えることのできるシステムが求められつつある。工学

分野の観点ではデータの取得や伝送が容易となり、人間工学の観点からは人とはどのようなものであるかの研究が進

んでおり、それらの技術の融合を行うことが今後の産業にとって有用であるといえる。 

触覚技術は、これまでの位置制御や速度制御では困難であった人と機械の共同作業や、繊細な力加減を伴う作業

を可能にする技術です。この技術の応用として、遠隔操作のシステムで触覚を伝えあう触覚通信が可能となります。ま

た、加工機やロボットの力情報のモニタリングを行うことで、これまでにないアプローチからの安全対策や加工方法を提

案できる可能性があります。モニタリングした力情報を機械に記憶させることで、人間の繊細な動作や職人の技を記

憶、再現する研究も行っています。また、触覚技術は、医療福祉分野への応用が期待されている。 

けがや疾患によって、生活を行うことに障害を有する人々に対し、自立した生活を送るために行う活動であるリハビリ

テーションは、QOL の向上のために重要とされている。これまでのリハビリテーションの多くはリハビリテーションスタッフ

と呼ばれる理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が患者個々のニーズや症状に対し、経験や習慣に基づく診断や治

療が行われており、個人差が大きく定性的であるという問題点があった。近年ではこれらの問題点に対し、身体機能や

認知機能の定量的評価を行うことで、科学的根拠に基づくリハビリテーションを提供することが必要とされている。 

生体の形態と機能を計測することで、患者の状態の定量的な評価法を確立し、計測データを基にしたロボットリハビ

リテーションや運動評価システム、学習度評価システムなどの構築が可能である。また、リハビリテーション技術につい

ても生体計測に基づく熟練技術の解析を行うことができる。 

また、生体への侵襲を考慮した場合、モータなどの能動的なアクチュエータを用いることが危険な場合が考えられ

る。このため、振動錯覚現象を用いて、あたかも動いたかのような感覚を得たり、EMF を用いて、生体をアクチュエータ

としたりすることで危険な動作を極力少なくすることが可能となる。このため、これらの技術を積極的に取り入れていく必

要がある。 

 

  

 

 

 

 

 

 

        図 1. マルチメディア情報                            図 2. 触覚通信 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

３D 触覚提示装置  

除振台  

３D プリンタ 2 台  
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所属： 沼津工業高等専門学校 電子制御工学科 

２周波 RTK 測位による高精度位置情報とその応用 

 

氏名：  牛丸真司 ／ USHIMARU Shinji E-mail： ushimaru@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 情報処理学会 

キーワード： RTK, GNSS, CLAS, Raspberry Pi 

技術相談 

提供可能技術： 

・RTK-GNSS （基準局を用いた高精度測位） 

・PPP-RTK（CLAS 信号を用いた高精度測位） 

・Raspberry Pi も用いた高精度測位システムの実現 

 

 

研究内容：  

近年、世界の測位衛星の L1/L2 の２周波を使った高精度測位法が安価に利用できよるようになった。当研究室では建

屋屋上に基準局アンテナを設置し（図１）、その基準局と通信することで移動局の位置をリアルタイムに高精度で決定

する RTK 測位の実証実験とその測位情報を利用した移動体の走行制御に関する研究（図３）を行っている。また、基準

局との通信が困難な場合を想定して、みちびきの CLAS 信号を利用した移動局の高精度測位についての実装実験を

行っている。なお、基準局・移動局とも Raspberry Pi を使ってシステムが構築可能であり、実際に基準局は Raspberry 

Pi を常時稼働した状態にして運用している（図２）。 

 

                                       

                             

                             

                                     

                             

                                     

                                      

                                     

                                        図 2  Raspberry Pi を用いたい基準局の構成 

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

         

                                       

図１ 電子制御棟屋上に設置した         

基準局アンテナ               

                                         

                                       図 3  RTK 高精度位置情報を利用した走行 

制御実験に用いる機体 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

GNSS 基準局（沼津高専、電子制御棟屋上接地）  

GNSS ２周波レシーバ（ZED-F9P RTK システム開発用ボード 

F9PX1） 
 

CLAS 信号受信ボード（NEO-D9C 開発ボード D9CX1  

Raspberry Pi 4 Model B  
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所属：沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

分散移動ロボットのシステム構築に関する研究 

 

氏名：   川上 誠 ／ KAWAKAMI Makoto E-mail： kawakami@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 工学修士 

所属学会・協会： 日本ロボット学会、情報処理学会 

キーワード： 画像認識、画像理解、画像計測、エージェント 

技術相談 

提供可能技術： 

・分散移動ロボット用の画像処理システムの構築 

・二足歩行ロボットにおける歩行のシミュレーション 

・TJ3B（ダイセン電子工業）、LEGO MINDSTORMS などを用いた小・中学生向けのロボット教

室の開催経験豊富 

 

研究内容： 分散移動ロボットのシステム構築に関する研究 

 

分散移動ロボットシステムは、ロボット間の情報の共有や処理の分散により、単体の移動ロボットでは実現できない多

くの機能を提供できることから災害救助など数多くの分野でその実用化が望まれています。分散移動ロボットシステムに

おいてシステムの目的を達成するためには、個々のロボットがセンサ等からの情報に基づき、リアルタイムで状況を把握

し、協調動作することが要求されます。 

本研究では、分散移動ロボットシステムの構築に際して問題となる技術的な課題を検討することによって分散移動ロボ

ットの研究を進めています。 

現在、ロボカップジュニアのサッカー競技やレスキュー競技の教材作成を主なテーマとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

Windows ノート PC  

ダイセン電子工業 小型移動ロボット TJ3B   

GigE カメラ  

小型二足歩行ロボット  

その他 ロボット多数  
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

レーザー変位計（KEYENCE） 計算資源（ディープラーニング学習） 

インパクトハンマー（東陽テクニカ）  

4Ch Signal Conditioner（PCB）  

加速度計（１軸および３軸多数）  

  

 

所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

AI の社会実装（データサイエンス、エッジデバイスの開発） 
写真 

氏名：   鄭  萬溶／JEONG ManYong E-mail： jeong@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会、情報処理学会、モード解析研究会、日本自動車技術会 

キーワード： 機械力学、非線形振動、機械学習、人工知能 

技術相談 

提供可能技術： 

・AI の社会実装、IoT デバイスの開発 

・品質工学（タグチメソッドによる品質改善および技術開発）、回帰分析、コンジョイント分析 

・信号処理(FFT、STFT、Wavelet 解析などによる解析及び分析) 

・無人モニタリングシステム、異常診断技術 

 

研究内容： 非線形振動、交通流シミュレーションシステム、話者判別、異常診断、AI の社会実装 

技術分野： 振動工学、情報工学、人工知能 

本来の専門である非線形振動に加え、信号処理や機械学習によるAI技術を駆使して、さまざまな社会問題の解決に取り

組んでいる。特に、興味をもっているのは道路交通問題で、交通流の正確な計測とそれによって得られたデータをシミュ

レーションに活用することによって、渋滞や交通事故の低減につなげるための研究を行っている。また、第 4 次産業革命

において最も重要な分野の一つである IoT デバイスの開発とそのための基礎技術の確立、現在不足している、データサ

イエンティストや AI 人材の育成などに尽力している。さらに、AI 技術を利用して、構造物の診断やモニタリングシステムの

開発にも関心を持っており、振動工学や信号処理技術と AI 技術を融合させ、社会インフラの保守点検および安全管理の

ための基盤技術を確立していきたいと考えている。モノづくりの側面では、品質工学の授業を通してロバスト性を考慮した

製品開発や設計が可能な人材育成を行っている。これからの産業は「物」から「事」へ大きく変化していくことが予想される

ため、エンジニアの視点を工学に限定せず、より広い視野を持った人材育成が必要であると考えている。そのため、学生

たちと一緒にプロコンや DCON などを通して課題設定から解決までの過程を通して経験的に学ぶ教育を進めている。 

研究者 PR・自己紹介 

 多方面に興味をもって研究領域を広げてきている。本来の専門である振動工学から情報工学まで研究領域を拡大し、

それらが重なる複合・融合領域の研究に特に関心をもっている。また、タグチメソッドの普及にも関心をもっており、製品

の品質改善や新技術開発の分野でも企業と共同で技術革新に貢献したいと考えている。2019 年から始まっている高専

ディープラーニングコンテスト（DCON）に毎年挑戦しており、2019 年には 3 位と SMBC 賞を、2021 年には 5 位と矢崎賞を

受賞している。 
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ディープラーニングによる自動車検出 植物生育環境のモニタリングのためのエッジデバイス 
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所属： 沼津工業高等専門学校 電子制御工学科 

研究タイトル： 

高分子絶縁材料の高電界誘電特性評価 

 

氏名：  遠山和之／TOHYAMA Kazuyuki E-mail： tohyama@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 電気学会、IEEE、日本工学教育協会 

キーワード： 高電界、絶縁材料、電界発光 

技術相談 

提供可能技術： 

・各種高分子絶縁材料の高電界下での絶縁特性評価 

・サーモグラフィによる温度分布観測 

・分光器による LED 等の発光スペクトル分布観測 (200～900 nm) 

 

 
研究内容：  

 

各種高分子絶縁材料の直流高電界下・交流高電界下での絶縁性能評価を行います。 

【直流高電界下での絶縁性能評価】 

・電流積分計による電荷量測定 

【交流高電界下での絶縁性能評価】 

・電界発光・損失電流波形の同時観測 

【実験結果例】 

(1)電界発光・損失電流波形の同時観測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図１ 損失電流波形   図 2 電界発光パルス分布  図 3 分光器を用いた LED の発光スペクトル分布 

(2)サーモグラフィを用いた温度分布の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 4 サーモグラフィによる温度分布測定例 

 

-0.3

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
0

25
50

25
0

D
is

si
p
at

io
n
 C

u
rr

en
t 

I 
(µ

A
)

t (ms)

E
lectric F

ield E
 (kV

/m
m

)

5

10

15

20

25

0

25

50

25

0

0
5

10
15

20

T
h
e 

n
u

m
b
er

 o
f 

E
L

 p
u

ls
es

 (
co

u
n
ts

)

E
le

ct
ri
c 

Fi
el

d 
E
 (k

V
/m

m
)

t (ms)

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

200 300 400 500 600 700 800

In
te

n
si

ty
 (

a
rb

.)

Wavelength l (nm)
Red Green Blue White

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

イオン・スパッタリング装置 日本電子 PECS Model 882 マルチチャネル分光器 浜松ホトニクス PMA-12 

エリプソメータ HORIBA Auto SE 電流積分計 Q(t)メータ A&D AD-9832A 

スパッタリング装置 日本電子 JEC-3000FC サーモグラフィ 日本アビオニクス R300SR 

デジタルオシロスコープ Tektronix DPO7104C  

高圧電源(20kV) 松定 HAP-20B20  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

組込みデバイスによる気流中の温度・速度の計測技術開発 

 

氏名：  大庭勝久 ／ OOBA Katsuhisa E-mail： ooba@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会、日本流体力学会、電子情報通信学会、日本工学教育協会 

キーワード： センサ、FPGA、デジタル回路、信号処理、熱流体計測、風洞実験 

技術相談 

提供可能技術： 

・各種風洞実験法、流体計測技術 

・FPGA を用いた高精度熱流体計測システムの開発 

・グラフィカルプログラミングソフトウェア(LabVIEW）を利用した計測システムの自動化や解析と

周辺機器の制御を行う専用ソフトの開発 

研究内容： 気流中の温度・速度情報の同時計測技術の開発 

風洞を用いた実験流体力学の研究を行っています。デジタル技術を活用することで、これまで専門的知識や熟練を

必要とした熱流体計測を容易にし、実験評価の経費削減・効率改善のためのシステム開発に取り組んでいます。機械

工学・電気電子工学・情報処理技術を融合させ、熱流体計測器や多点計測システムの開発および解析プログラムの

開発を行っています。  URL: http://www2.denshi.numazu-ct.ac.jp/staff/ooba/index.html 

空調機を始めとする各種熱機器の開発において、気流の温度と速度情報を高精度に取得することは重要課題と言

えます。二線式温度流速計は、直径数µm の金属細線をセンサとして使用した接触型計測法であり、DC～5kHz の周

波数帯における温度・速度情報を同時に計測可能な優れた熱流体計測器です。 

本研究室では、FPGA（Field Programmable Gate Array：プログラムにより内部論理回路を構築可能なデバイス)を用

いることで、温度流速計に内蔵されている各種補償回路を高精度化するための研究を行っています。この研究により

システムの簡素化を図り、従来は専門知識や訓練を要した問題点を改善し、汎用的な計測器とすることを目指してい

ます。現有の実験装置は、平均流速 U=5m/s 以下の低速風洞ですが、コイルヒータを内蔵した気流加熱装置により、

U=3m/s 時に室温+100K 程度の温度差を持つ気流を形成できます（測定部断面 100×100mm2）。様々な熱環境下での

流体運動の評価および熱・運動量輸送に及ぼす浮力効果に関する実験的研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

ＰＸＩシステム（FPGA 内蔵 PXI7854R）(日本ナショナルインスツルメンツ)  

微差圧計 DMP200N12 (岡野製作所)  

マルチチャンネルデータステーション Graduo DS-2104A (小野測器)  

信号発生装置 WF1948 (ＮＦ回路設計ブロック)  

信号発生装置 DF1906 (ＮＦ回路設計ブロック)  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

陸上生態系の炭素動態モデルの構築 

 

氏名：   鈴木静男 ／ SUZUKI Shizuo E-mail： shizuo.suzuki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（地球環境科学） 

所属学会・協会： 生態工学会、日本生態学会、富士学会、土壌肥料学会 

キーワード： 森林、湿地、水田、畑地、草地、高山帯、炭素循環、地球温暖化 

技術相談 

提供可能技術： 

・森林等の炭素動態モデルの構築 

・環境条件に対応した植物の光合成速度評価 

・環境条件に対応した植物や土壌有機物の分解速度や CO2 及び CH4 の放出速度評価 

 

研究内容： 陸上生態系の炭素動態モデルの構築 

技術分野： 地球温暖化 

植物は、一次生産者として生物全体を支えます。私の研究は、環境に植物が応答し、種多様性変化と遷移の過程で、

生態系機能の主要な炭素循環がどう変化するか明らかにすることです。シミュレーションモデルも作成し、測定した個々

のプロセスを積み上げた時に、全体としてどうふるまうか、環境条件等を変化させ、植物の成長量、土壌有機物量等がど

う変化するかを将来予測します。一方で、現場調査を大切にします。これは、シミュレーション結果が現実と矛盾していな

いか、予測結果を精査する力になるからです。 

これまでの研究は、低地から高地への標高の上昇とともに低下する気温条件において、樹木種の多様性と森林の炭

素同化量や被食炭素量がどう変化するか、高山植物に対して人工的に温暖化条件を作り出しどのように影響するか、森

林、湿地、水田、畑地及び牧草地の生態系で、生態系の特徴と人の管理の有無が炭素循環にどのような違いを生じるの

か、等を調べてきました。 

今後は、世界遺産富士山の環境傾度（異なる標高、異なる噴火年代の溶岩上等）や伊豆半島ジオパークの環境傾度

（溶岩の影響、海岸からの距離等）において、種多様性変化と遷移の過程で生態系機能の主要な炭素循環がどう変化す

るか明らかにしたいです。そして、これら地域の環境保全に関する分野にも積極的に取り組むつもりです。 

研究者 PR・自己紹介 

より地域に即した土地利用形態（水田、畑地、草地、植林地等）や自然生態系（森林、高山帯、湿地等）において、現地の

観測値に合うような炭素動態モデルの構築を目指します。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

永久磁石同期モータの高性能制御 

 

氏名：  大沼巧 / OHNUMA Takumi E-mail： ohnuma@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電気学会 

キーワード： モータ制御、インバータ、トルク制御、センサレス制御 

技術相談 

提供可能技術： 

・AC モータ駆動システムに関する制御技術 

・AC モータ駆動システムに関する計測技術 

 

 

 
研究内容：  

 近年，エネルギー・環境・資源問題を背景に，モータの高効率利用と，適用分野の拡大が進行しています．その中

で，高出力で高効率な永久磁石同期モータは，解析技術，制御技術，生産技術などの向上により，用途に合わせて

最適設計することが可能となりました．そして，用途指向性の高まりに応じて，様々な同期モータが研究・開発され，そ

れに応じた制御技術も進化が求められています． 

 このような用途指向形モータは，インバータ等のパワエレ機器を組み合わせることで初めてその性能を発揮できま

す．さらには，これらパワエレ機器に用いる大電力用半導体デバイスの技術革新に伴い，電気・機械・制御を全て一

体化したモータドライブシステムを”機電一体化”技術として展開し，自動車，航空機，ロボット，家電などといった様々

な分野への応用が試みられています．本研究室では，“よい制御はよいモデルから”をキャッチコピーに，以下のよう

な制御法を開発しています． 

 

【拡張誘起電圧モデルに基づく埋込磁石同期モータの位置センサレス制御】 

高性能な永久磁石同期モータの制御を行うためには，磁極の位置を検出するセンサをモータに取り付ける必要が

ありますが，位置センサはコスト競争力や信頼性を低下させる要因となります．そのため，位置センサを用いずに制

御を行う“位置センサレス制御”の研究が行われ，既に実用化しています．本研究では，位置センサレス制御の性能

向上，及び応用分野の拡大により，さらなるモータ駆動システムの信頼性向上を実現します． 

 

【トルクマップの勾配に基づく非線形モータの仮想空間モデル】 

電気自動車やロボットなどに用いる高出力モータは，電流とトルクの関係が非線形的で，複雑な特性を持っていま

す．また，電源や機械的な制約も厳しいため，従来の制御方法では，モータの性能を十分に引き出すことが困難にな

ってきています．そこで本研究では，トルクのデータをマップ化し，モータの非線形性を考慮した新しい制御モデルを提

案しています．これにより，最高効率点での駆動や，限られた電源の条件下において最速のトルク応答を容易に実現

することができ，トルク制御性能の向上が期待できます． 

 

 

 

 

 

 

     

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

・トルク計測  

・騒音計測  

・モータ制御性能評価  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

自動 Conventional Patch-clamp システムの開発 

 

氏名：   小谷進／ KOTANI Susumu E-mail： kotani@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（医学） 

所属学会・協会： 日本生物物理学会、計測自動制御学会 

キーワード： 神経・脳、認知症、薬学・医薬品 

技術相談 

提供可能技術： 

・動物器官初代分散培養、株化細胞培養およびそれらを利用した形質転換 

・細胞内イオン濃度の光学的測定 

・パッチクランプシステムの構築と運用 

 

研究内容： 自動化 Conventional Patch-clamp システムの開発 

技術分野： 脳科学 

組織切片はバラバラになった細胞と異なり、細胞間のネットワークが維持された状態なので、細胞間の接続関係を調

べることが可能です。遺伝子の働きが神経ネットワークに対してどのような機能・影響を持っているのか、または幹細胞

（例：iPS 細胞）から作り出した神経細胞を脳へ移植したとき、移植された神経細胞と既存の神経ネットワークとの関係を調

べる際には脳切片（スライス）を使ったパッチクランプ法が適しています。 

スライスパッチクランプ法は主に生理学を専門とする研究者が利用していた手法ですが、再生医学や分子生物学分野

の研究者がスライスパッチクランプ法を有効な研究手法として興味を持ち始めています。 

しかしながら、このスライスパッチクランプの装置は職人技とも言うべきマイクロマニピュレータ操作に熟練度が要求さ

れ、新しい研究手法として導入したいと考える研究者の障壁になっています。 

 

そこで、画像認識技術を応用してマイクロマニピュレータ操作の自動化を試み、顕微鏡観察と同程度の技量で使いこな

せるシステムの開発を目指します。 

        

 

研究者 PR・自己紹介 

脳組織切片を用いて、老化に伴う認知機能低下の改善方法について研究を行ってきました。 

幹細胞研究の発展に伴い、幹細胞から作成した神経細胞、心筋細胞が形態だけでなく機能面においても通常成熟細胞と

同じ性質を持ち合わせているか確認する必要性がでてきました。神経生理学者だけが使用していたパッチクランプ法がこ

のような他分野の研究者にとってシステム操作の複雑さが導入障害になっていることを知り、研究現場を知った利点を活

かしてこの問題を解決して行こうと思っています。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

パッチクランプ用増幅器 EPC-7 Plus （HKEA）  

ガラス電極作製機 P-2000 （Sutter）  

振動刃ミクロトーム VT1000S (Leica Biosystems)  

8ch 細胞外電位記録システム MED8 (Alpha MED Scientific)  
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所属： 沼津工業高等専門学校・電子制御工学科 

研究タイトル： 

創発的医療支援ロボットシステムの構築 

 

氏名：   青木悠祐 ／ AOKI Yusuke  E-mail： y.aoki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 修士（工学） 

所属学会・協会： 日本ロボット学会、日本機械学会 

キーワード： 医療ロボティクス、社会実装ロボティクス、超音波診断支援、アクチュエータ 

技術相談 

提供可能技術： 

・マニピュレータの設計・製作・制御 

・位置制御/力制御/画像制御のハイブリッド制御系構築 

・モーションキャプチャシステムを用いた熟練手技解析 

・生体信号計測 

 

研究内容： 医師・検査技師の負担を軽減する超音波診断支援ロボットの開発 

技術分野： 医療・福祉機器 

我が国が抱える医療の問題には，超高齢社会の到来や医師の局在化，患者の大病院集中などが挙げられ，医師・検査

技師・看護師の負担を軽減する支援システムの開発が求められています．そこで本研究では，診断・治療時に医師・検

査技師，また患者にかかる精神的・肉体的負担の大きさに着目し，生体信号と手技データに基づいた医療支援ロボット

システムを構築することを目的に研究を進めています．具体的には超音波診断・治療において，熟練検査者の手技デー

タ再現による経過観察の自動化や，治療行為専念のためのプローブ走査支援システム，また，医師・患者双方の生体信

号計測に基づいたハードウェア・ソフトウェア両面による負担軽減システムの構築を行っています．これにより検査者

と患者が離れた環境における遠隔検査支援，ロボット単体による検査前処理の自動化による自動検査支援，検査者の診

断時における精神的・肉体的負担を軽減する協調検査支援の実現が可能なロボットシステムの実現を目指しています．  

このシステムによって，患者の負担軽減のためのシステムが，結果として医師や検査技師のための支援につながる，

またその逆も起こりうるような創発的支援システムの実現を狙います．  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

    

                 

超音波診断支援ロボティクス EARs の開発            断層像処理による臓器形状・位置の推定    

研究者 PR・自己紹介 

私の研究テーマである「ロボットによる診断・治療支援」が実現することで，より精密なプローブの操作ができるだけでなく，離

島や無医村を対象とした遠隔医療への応用，さらにはロボット単独による自動診断が期待されています．しかし医療ロボットを開発

するには当然のことながら，ロボットを開発する工学研究者と医学を担う医学研究者が密にコミュニケーションを取りながら，きち

んと使える・役に立つ機器を開発しなければなりません．「定量・客観」を重んじる工学と，「定性・主観」を重んじる医学が融合す

る医工学分野の研究者として，両者のかけ橋になるような研究がしたいと思っています． 

Echogram Echography Assisted Robotics

Ultrasound Probe
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

超音波診断装置・Aplio 500 （東芝メディカルシステムズ） ギガネットモノクロカメラシステム・GE60 （ライブラリー） 

超音波診断装置・nemio SSA-550A （東芝メディカルシステムズ） 筋電センサー・乾式/湿式タイプ （追坂電子機器） 

筋電図･誘発電位検査装置 MEB-9400 (日本光電) CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) 

小型ワイヤレス脳波計・Emotiv EPOC （EMOTIVE） 
数 値 計 算 ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア  Matlab/Simulink 

(MathWorks) 
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所属： 沼津工業高等専門学校 電子制御工学科 

研究タイトル：  

ソーシャルなロボットシステムの構築とインタラクションデザインの研究 

 

氏名：  香川真人 ／ KAGAWA Masato E-mail： 
masato.kagawa@numazu-

ct.ac.jp 

職名：  助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： ヒューマンインタフェース学会、日本バーチャルリアリティ学会 

キーワード： Human Agent Interface、Human Robt Interaction、ソーシャルロボティクス 

技術相談 

提供可能技術： 

・人とロボットとのインタラクションデザイン 

・ロボットシステムとの新しいコミュニケーション手法 

・コミュニケーションやインタラクションの認知科学 

 

研究内容：  

―「より便利に、より簡単に。」だけにとどまらない。 

 私たちは最先端の技術を駆使したロボットやシステムを使い始める際〈利便性〉や〈機能性〉をどうしても求

めてしまう。こうした高いテクノロジーに対して私たちはその期待感から受動的な存在となってしまい、ときに

は人の傲慢さを引き出してしまうこともある。 

 本研究では、〈関係論的なロボット〉や〈不便益〉、〈社会⼼理学〉などの幅広い分野の観点から、人が元来も

っている 優しさ やこれまで培ってきた 経験や工夫 を引き出したり、新たな 発見や学び を生み出すよう

なインタラクションデザインとソーシャルなロボットの構築を進めています。 

 

 物陰から群れをなして見守るロボットを援用し、直接的な言葉を交わしていなくとも、雰囲気や振る舞い、

同じ場にいる一体感から立ち現れてくるコミュニケーションや、見守りつつ見守れている相互構成論的な人

とロボットとの共生論の構築。 

 「もどかしさ」を備えたロボット〈Column〉を用い、周囲の人たちの応援やなり込み、協調などを引き出

す。ロボットの制御に伴う「もどかしさ（＝不便さ）」による、参加者間の個人間協調を生み出すことでソ

ーシャルメディエータとしての機能やインタラクションデザイン手法を確立。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

医療福祉支援システムの開発 

 

氏名：   藤尾三紀夫 ／ FUJIO Mikio E-mail： fujio@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（情報工学） 

所属学会・協会： 精密工学会、日本機械工学会、日本工学教育協会、型技術協会 

キーワード： 福祉工学・機器、医用機器･装置、画像認識、情報処理､DX 

技術相談 

提供可能技術： 

・Azure for KINECT 等の画像・距離センサーを用いたシステムの構築 

・マイコンを用いたデジタル回路およびソフトウェアシステムの試作 

・マイコンを用いたデータ収集システムの構築（病院や介護施設，農家や工場等の情報収集） 

・DX や IoT を活用したシステム開発 

 

研究内容： 医療福祉支援システム開発 

技術分野：医療・福祉機器 

 

医療福祉現場では患者の QOL(クオリティ･オブ･ライフ)の維持管理を目的に、医師、看護師を始め診療放射線技

師、臨床工学士、介護福祉士、理学療法士(PT)、作業療法士(OT)など様々な職種の人々がチームを組み、日々懸命

な治療に当たっています。このような中、医療福祉の現場では様々なニーズがあり、その実現による患者の QOL の改

善、または医療関係者の負荷軽減につながることが期待されています。 

このような医療現場の声を受け、情報工学やメカトロニクス技術をベースに医療福祉機器や医療スタッフの支援に関

連する研究と試作システムの構築を行っています。具体的な研究テーマとして「酸素ボンベの残量計の試作」、「患者

の動向監視支援システムの開発」、など様々な研究に、医療福祉機関や介護施設と共同で取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

静岡県東部ではファルマバレープロジェクトに基づいた様々な施策が積極的に展開されています。沼津高専でも静岡医

療センターや沼津市立病院、静岡がんセンターと連携してこのプロジェクトに対して、学生や中小企業の技術者育成およ

び共同研究による支援を行ってきました。その一環として、近年は医療機関の現場からの要望を受け、情報工学/メカト

ロニクス技術を駆使して、医療福祉機器に関連する支援システムの開発を行っています。また医療だけでなく，製造業へ

のマイコンを利用したデータ収集システムの開発も行っています。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) 筋電図･誘発電位検査装置 MEB-9400 (日本光電) 

非接触３次元測定機 SmartSCAN (Bruckmann) 携帯型超音波測定機 VSCAN (GE ヘルスケア) 

３次元測定機 CRYSTA-Apex S574 (ミツトヨ) ベッドサイドモニタ BSM-6301 (日本光電) 

Azure for KINECT (マイクロソフト)  

  

 

「患者の動向監視支援システムの開発」  

認識状態例（寝ている/起きている/呼吸/転落/第３者入退） 

「酸素ボンベの残量計の試作」 

残量計の外観と製作した基板 
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Rhinoceros 上での工具経路の自動生成 

（Python Script で生成） 

５軸制御に基づく磨き加工用 CAM システム開発 

(３軸と５軸での磨き加工後表面の比較) 

所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

デジタルエンジニアリングによる高度生産技術開発 

 

氏名：   藤尾三紀夫 ／ FUJIO Mikio E-mail： fujio@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（情報工学） 

所属学会・協会： 精密工学会、日本機械工学会、日本工学教育協会、型技術協会 

キーワード： ＣＡＤ／ＣＡＭのカスタマイズ、5 軸加工、バリ取りと磨き加工、ソフトウェア開発 

技術相談 

提供可能技術： 

・ＣＡＤソフトウェア(SolidWorks, Rhinoceros)のカスタマイズソフト開発 

・オンマシン自動磨き加工用５軸ＣＡＭシステムの開発 

・オンマシン自動バリ取り機能を備えたインテリジェントＣＡＭシステムの開発 

・AI を用いた加工後の表面性状の自動評価システムの開発 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

３軸成分切削動力計 9129A /5070A (Kistler) ５軸 NC 機械加工シミュレーション G-Navi (アイコクアルファ) 

５軸加工機 V33i -5XB (牧野フライス) CAD ソフトウェア Rhinoceros (Robert McNeel & Associates) 

５軸 CAM HyperMill (Openmind-tech) CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) 

  

  

 

研究内容： デジタル技術を用いた高度な生産技術の開発 

技術分野：精密部品加工 

 

生産現場では、測定や加工のために専用の治具を設計し、必要に応じて治具の加工や組立を行っています。しかし、

市販のＣＡＤを用いて毎回定型的な作業を行う際、設計や加工データの生成には時間を要し、熟練や経験が必要となり

ます。一方、現在のＣＡＤは、ＣＡＤのカスタマイズが可能になってきています。そこで、ユーザに適した操作コマンドやパ

ラメータをインタラクティブに操作することで、作業の効率化を図るＣＡＤのカスタマイズソフトの開発を行っています。これ

までに SolidWorks による治具の自動設計のその部品加工の加工プログラム生成システムを開発した実績があります。 

また現在は、5 軸工作機械上で自由曲面の表面の磨き加工を自動化する「オンマシン自動磨き加工用５軸ＣＡＭシス

テムの開発」や、新たに、バリの生成部の自動認識と 5 軸制御による自動除去を可能とする「オンマシン自動バリ取り機

能を備えたインテリジェントＣＡＭシステムの開発」に取り組んでいます。更にAI（機械学習）を用いて、加工後の表面性状

を評価するシステムの開発も行っています。 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

大手企業を中心として、設計製造技術においてはデジタル化が必須の条件であり、いかにこれらのツールを活用する

かが企業の経営に大きく影響する時代となってきています。特に中小企業様においては、いまだに手作業に依存するこ

とが多く、多くの業務改善の余地を含んでいます。これらの問題に対処するため、情報工学/メカトロニクス技術を駆使し

て、設計製造の自動化や専用機器の開発および専用ソフトウェアの開発を行っています。また、今後はＤＸ技術を用いた

企業活動全体の効率化にも取り組みたいと考えています。 

制
御
情
報
工
学
科 

32 32



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳・神経系は、視覚や聴覚などの感覚情報の特徴抽出、

事象の判断や意思決定、記憶や記憶の想起といった機能

について、既存のコンピュータシステムよりも優れてい

ます。本研究室では、脳の発達期における神経ネットワ

ーク形成の数理モデルによって、脳神経系の「構造」を

再現しています。また、この数理モデルで再現された神

経ネットワークに、実際の画像や音声を入力したときの

神経活動のダイナミクスの研究を通して、神経系の「構

造」と「機能」との関係について研究しています。 

右の図は、大脳皮質の聴覚野の音声周波数や音圧に関

する構造を再現した結果です(A,B)。音声に 200ms 程度

の無音ギャップを挿入すると、私たちは途切れた音声を

知覚します。一方、このギャップ部分にノイズを挿入す

ると連続した音声が知覚されます。この連続聴効果と呼

ばれる現象を誘導する音声刺激をモデル聴覚野に入力

し、大脳の聴覚野細胞の応答を再現しました(D)。この

結果は、同じ音声を被験者に聞かせたときの心理物理実

験とも整合しており、連続音を知覚するメカニズム数理

モデルによって予測しました(C,D)。 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

大脳皮質感覚野における外界情報表現の研究 

 

氏名：   宮下真信／MIYASHITA Masanobu  E-mail： miyasita@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本神経科学会、日本神経回路学会、北米神経科学会、IBRO 

キーワード： 神経,脳，バイオインフォマティクス、生体情報学 

技術相談 

提供可能技術： 

・シミュレーション技術 

・画像特徴抽出技術、パターン認識技術 

・統計物理学的手法による最適化問題のアルゴリズム 

・ブレイン-マシン・インターフェイス技術 

 

 

 研究内容： 神経ネットワークの自己組織と神経活動ダイナミクス 

技術分野： 脳科学 

 

研究者 PR・自己紹介 

脳の優れた機能を様々な情報処理機器へと応用しようという人工知能の研究は，近年益々盛んになってきています．そのためには脳

ではどのように外界情報を表現しているかを，神経科学に基づいて明らかにすることが必要であると考えられます．本研究室では，

発達期での視覚野コラム構造の自己組織化と，自己組織化された細胞の応答関数を使って実際に物を見たときの神経活動を,数理モ

デルによって解明することを目指しています．また，深層学習(ディープラーニング)などは，主に視覚，聴覚入力による特徴抽出の

機構のみに着眼点をおいており，脳の出力機構はほとんど考慮されていません．今後は，言語や運動/行動，ワーキングメモリとい

った前頭葉における出力メカニズムに関する研究にも着手したいと思っています． 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

形式手法による情報システムの動作検証 

 

氏名：   鈴木康人 ／ SUZUKI Yasuhito E-mail： x-suzuki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（情報科学） 

所属学会・協会： 日本ソフトウェア科学会、情報処理学会 

キーワード： 情報処理、情報システム、アルゴリズム、形式手法、実時間論理 

技術相談 

提供可能技術： 

・高信頼性ソフトウェア開発のためのツールの紹介 

・モデル検査法に関する導入教育プログラムの提供 

・検証システムも含めた統合開発環境の開発 

 

研究内容： 高信頼性を備えた情報システム開発実現のためのアルゴリズム検討 

技術分野：情報処理システム開発における検証手法 

ソフトウェアを使用しているシステムや機材が増えている昨今、ソフトウェアをただ提供すればよいという、いうなれば

量の時代から、顧客の要求を確実に間違いなく満たすことが最低限求められる質の時代にソフトウェア開発は入ってい

る。 

ソフトウェア開発やデジタル回路の開発では設計段階ないし試作後の動作検証を行うためにモデル検査法に基づく

Spin などのツールを導入する企業も増えてきている。通常の場合、動作検証を自動的に行おうとすると単純な条件の組

み合わせであってもシステム内部の取り得る状態数が爆発的に増加し、結果としてかなりの時間を費やすことになるが、

Spin 等のツールでは検証できる境界条件の種類を現実的に検証可能な個数に抑えている。他方で実時間論理の研究

成果からは、時間的な制約を検証要件に含めようとすると、ある程度の幅を持った時間帯単位で記述することが求めら

れることが知られている。 

本研究室では現在、それらの制約を解消し、時間帯単位ではなく時点単位で記述するための理論の研究を行ってお

り、最終的に、既存のモデル検査ツールにかけられるフィルタの開発を目標としている。この研究によって検証に用いる

ことが出来る言語の表現力を高めることが出来、より簡便な検証の実現が期待される。  

研究者 PR・自己紹介 

ソフトウェアの需要は量から質を求める方向に変化してきています。ここ数年、経済産業省では形式手法によるソフト

ウェア検証の技術に習熟した技術者を重視する姿勢を見せており、それらを織り込んだ情報技術者資格試験を実施して

います。今後、これらの方向性に変化することはないでしょう。本研究室ではこれらの手法の導入をお手伝いすることで

開発力の向上、開発時間の短縮に貢献できます。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

モデル検査ツール Spin (Lucent Technologies, Bell Laboratories)  

  

  

  

  

 

34 34



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

波動（電磁波・音波）の散乱と放射の研究 

 

氏名：  芹澤 弘秀 ／ SERIZAWA Hirohide E-mail： serizawa@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電子情報通信学会、IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) 

キーワード： 電磁界/電波、アンテナ工学、シミュレーション 

技術相談 

提供可能技術： 

・基本的な方形物体またはその複合形状による波動（電磁波や音波）の散乱・回折・放射等の

厳密な定式化と解析用ソフトウェア開発、高精度数値データの提供等 

・その他、一般的な電磁気現象（波動に限らず静電場・静磁場などの問題も含む）の解析に関

する共同研究や技術相談も可能 

 
研究内容： 波動（電磁波・音波）の散乱と放射の研究 

 

近年、電磁波の応用分野は多岐にわたり、現象の予測や電磁系システムの設計において高精度な電磁界解析手

法が必要とされています。特に金属のエッジを有する散乱体ではエッジ近傍で特定の電磁界成分が非常に大きくなる

ことが知られていますが、この特異性はエッジ形状と媒質に依存します。正確な物理量を得るためにはこのエッジ特

性（端点条件）を組み込んだ定式化が不可欠です。本研究では、エッジを有する完全導体方形物体による電磁波散

乱・放射の問題を解析するための厳密解法を開発し、それを適用することで、物理量の厳密な表示式と高精度な数値

データを得ることを目的としています。これまでに、最も基本的な形状である方形開口や方形板、フランジ付き方形導

波管、導波管の結合等の問題に本解析手法を適用して厳密な定式化を行い、一部の問題については物理量の正確

な値を求めることに成功しました。この高精度数値解を応用することで、一般的な電磁波解析ソフトウェアの精度を正

しく評価でき、コンピュータに基づく製品設計の信頼性向上に役立てることができます。その他、複雑形状の問題も有

限要素法（FEM）を用いて研究しています。FEM ベースの汎用工学シミュレーションソフトウェア（COMSOL 

Multiphysics）の導入により、厳密解を基準解として応用することで、高効率かつ高精度な有限要素解析の適用法を

研究しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 電磁環境問題の原

因究明と改善 

 高効率アンテナや

人工媒質（メタマテ

リアル等）の開発 

 波動系センシング

デバイスの開発 

などに役立ちます。 

方形開口や方形板によ

る散乱・回折 

x

y

z

2b

2a

E
i

E
d

E
r

0

0

0

導波管からの放射 

結合問題（フェーズドアレ

ーアンテナ等） 

これら基本形

状を含んだ発

展的問題も厳

密に解析でき

ます。電磁波

だけでなく音

波 や 静 電 場

の問題も解析

可能です。 

【厳密解法の適用例】 
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X軸

Y軸

Z軸

 

  

共焦点レーザー走査型

複屈折顕微鏡 

所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

光学材料の偏光イメージングに関する研究 

 

氏名：   大久保進也／ OHKUBO Shinya E-mail： s-ohkubo@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 応用物理学会，精密工学会，日本光学会 

キーワード： 偏光計測，偏光イメージング，オプトエレクトロニクス材料，生体試料 

技術相談 

提供可能技術： 

・簡単な偏光計測のための光学系の提案 

・簡単なサンプルの定量測定（光ディスク基板，光学ガラス，生体試料など） 

・偏光計測装置のための計測用ソフトウェアの開発 

・プローブ顕微鏡の低コスト化の提案 

 

タマネギの複屈折断層像 

研究内容： 光学材料の複屈折測定に関する研究 

技術分野： 計測技術・標準 

近年のオプトエレクトロニクスの発展に伴い，様々な材料について光計測が行われている．なかでも，複屈折の状態を

知ることは材料の研究・開発において非常に重要な役割となっている．この複屈折現象は，光ディスクの読み取りに誤差

を与えたり，光学レンズの収差などを引き起こすなど，種々の光学機器に影響を及ぼすことが懸念されている．一方，生

体試料の複屈折を観察することで，分子レベルの挙動を知ることができる．本研究室では，このような偏光特性を定量

的に，更には非常に高い面内分解能で観察するための測定装置の提案と開発を行っている．また現在は，光学顕

微鏡に偏光計測法を組み合わせた装置の高分解能化を試みている． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

私は沼津高専の卒業生で，高専在学中に光の分野に興味を持ち，大学・大学院進学後も，そして現在に至るま

で，光に関する研究に携わっています．私は興味を持ったことは，とことん追求してやっていくという性格で，

時間を忘れるくらい没頭することもしょっちゅうです．研究にしても，趣味にしても，夢中になってしまいます．

ちなみに，趣味はギターを弾くことと，サッカー（観戦したり，実際にプレーをしたり）です．また，一人で旅

をすることも好きで，特に行き先を決めず，その時の思いつきで出かけることもあります．旅先で様々なものを

発見することが楽しみでもあります． 

ミューラー偏光顕微鏡 偏光素子のミューラー

イメージ 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

反射微分干渉型金属顕微鏡（ニコン） ファンクションジェネレータ・FG-281（ケンウッド） 

システム実体顕微鏡・SMZ-10-1（ニコン） 自動偏光子ホルダー・ＫＳ４９１－３０（駿河精機） 

オプティカルチョッパー・55783-L（エドモンド・オプティクス・ジャパン） 高輝度楕円ビームダイオード・V31-0300（駿河精機） 

ロックインアンプ・55784-I（エドモンド・オプティクス・ジャパン） 超精密レーザー測定システム（ヒューレットパッカード） 

多機能デジタルロックインアンプ・LI5640（エヌエフ回路設計ブロック） システム実体顕微鏡・SMZ-10-1（ニコン） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

ワイヤレス IoT デザイン 
写真掲載不可 

氏名：  山崎悟史／YAMAZAKI Satoshi E-mail： s-yamazaki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電子情報通信学会、電気学会、情報処理学会、IEEE 

キーワード： 無線通信、信号処理、無線ネットワーク、統計的解析・学習 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 無線通信方式における信号処理や変復調技術などに関する、主に理論的側面 

・ 無線ネットワーク（特にセンサネットワークを想定）の新プロトコル開発、実験的評価 

・ IoT を活用したシステム構築、開発（半導体製造装置、農業分野での実績あり） 

・ IoT データ（特に時系列データ）の解析（半導体製造装置、農業分野での実績あり） 

 
 

研究内容：  

多種多様なデバイスやアプリケーションの出現に伴い、モバイルデータトラヒックが爆発的に増加し、無線通信に必要

な資源（時間、周波数、空間、電力など）の枯渇が問題視されています。本研究室では、このデータトラヒック増加に対す

る、(1)対策と(2)活用に着目し、理論（理論解析と計算機シミュレーション評価）と実際（システム開発）の両面から、IoT

に関する統合的な研究を展開しています。 

(1) 対策： 高速・高品質・低計算量化を実現する無線通信方式や、エネルギー効率[Bits/J]に優れた無線ネットワーク

プロトコルの創出 

(2) 活用： センサー、無線ネットワークで収集した IoT データの統計的解析・学習に基づく新たな知識発見（ユースケー

スとして農業を想定） 

これらを総合して、IoT(Internet of Things)、CPS(Cyber-Physical System)の進展に寄与することを目指しています。 

    

                          IoT/CPS の概念                                   農業 IoT の実際 

■ご参考：沼津高専制御情報工学科 山崎研究室 web サイト 

 

 

 

H             http://user.numazu-ct.ac.jp/~s-yamazaki/ 

 

 

 モノ・ヒト (Physical空間) クラウド (Cyber空間)

①情報計測 ②情報収集

無線通信

⑤情報活用

③情報蓄積
(BigData)

⑥次アクション

状態変化

④情報分析

統計的

解析・学習

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・制御情報工学科 

研究タイトル： 

小児用補助人工心臓の研究開発 

 

氏名：   横山直幸／ YOKOYAMA Naoyuki E-mail： yokoyama@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（学術） 

所属学会・協会： Biophysical Society、日本生体医工学会 

キーワード： 医療機器、血液学、流体工学、生体適合性材料 

技術相談 

提供可能技術： 

・外科医療機器の開発に関する開発プロセスや申請に関する情報 

・血液を中心とした体液を検体とした計測 

・in vitro / in vivo 動物実験プロトコル 

・流体工学機器（ポンプ）の開発 

 

研究内容： 再生医療との併用を可能とする上行大動脈置換型人工心臓の開発 

技術分野： 医療・福祉機器 

再生医療技術の進歩により、心不全患者は全く新しい治療法を獲得しました。すでに臨床応用されている心筋シート

術（テルモ㈱）や、iPS から精製した心筋細胞を心壁に注射することで細胞の定着効率を向上させる HeartSeed 株式会社

（慶応義塾大学初ベンチャー企業）の研究開発など、再生医療は心移植に代わりうる治療法として期待されています。 

一方で、余談を許さない重症心不全に対しては、人工心肺装置を用いた機械的循環補助を積極的に行って多臓器不

全を回避することが求められます。特に重篤で長期間の補助が求められる症例では救命や心移植までの橋渡しを目的

に補助人工心臓の装着が必要となります。このとき、脱血・送血管の設置に伴って心壁への穿孔・脱血管固定が行われ

ることは、上述の再生医療を施す上で好ましいとは言えません。 

そこで当研究室では、心臓の出口である上行大動脈の一部をデバイスに置換することで装着可能となる軸流型の補

助人工心臓の開発を行っています。本デバイスの実現により、再生医療と機械的補助循環の両輪が互いをサポートする

形で心疾患に立ち向かっていけるものと期待しています。 

 

当研究室では他に、以下のような研究を行っています。 

・ 汗中ケトン濃度センシングシステムの研究開発（Glut-1 欠損症への応用） 

・ 体内植込み型人工心臓への応用を目的とした経皮的エネルギ伝送システム(TETS)の研究開発 

・ 音声情報による病状判断システムに関する研究 

・ 赤血球の変形能計測に関する研究 

・ 筋委縮性側索硬化症（ALS）患者のＱＯＬ向上を目的としたコミュニケーション支援ツールの開発 

・ 複屈折を計測原理とする血液凝固計測システムの開発 

研究者 PR・自己紹介 

 

 沼津高専に着任するまでの 7 年間、東京医科歯科大学にて人工心臓の実用化研究に携わってきました。多くの素晴ら

しい研究者との出会いがあって、充実した今の自分があると思います。今後も可能な限り多くの方々とお話させていただ

き、皆様との出会いを通じて、有意義な研究開発の提案・実現に貢献したいと思います。 

 分野を問わず、工学の力で病気や障害に苦しむ人を助けたい！とお考えの方は、お気軽にお声がけください！！ 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属：  沼津工業高等専門学校 制御情報工学科 

研究タイトル： 

人の音空間知覚に関する研究 

 

氏名：  矢入 聡 ／ YAIRI Satoshi E-mail： yairi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位：  博士（情報科学） 

所属学会・協会： 日本音響学会，日本バーチャルリアリティ学会 

キーワード： 音像定位，聴覚ディスプレイシステム，頭部伝達関数，マルチモーダル 

技術相談 

提供可能技術： 

・人間の音空間知覚に関する評価手法 

・人の頭部運動に対応した聴覚ディスプレイシステム 

・多チャネルスピーカを用いた音空間生成 

 

 

研究内容：  

 人間の知覚情報処理系のなかで重要な情報処理過程の一つである聴覚において、特に音空間知覚に着目し、その

情報処理過程を明らかにすることを目標に研究を行っています。さらに、聴覚情報と視覚・体性感覚情報とのマルチモ

ーダル処理過程についても研究を行ってきました。これらの科学的基礎研究から得られた知見を応用し、高度な音響

情報通信システムやユーザインタフェース、臨場感にあふれ快適な 3 次元音空間表現などの工学的応用研究も行うと

ともに、快適な音環境を実現するための研究や、システム実現の基礎となるディジタル信号処理等の研究等も研究対

象としています。 

 音空間認識には、音源から聴取者の両耳までの頭部伝達関数 (HRTF) が大きく影響します。このことを利用し、ヘッ

ドフォンなどを用いて信号処理により 3 次元音空間情報の提示を行うシステムが聴覚ディスプレイです。これまでに頭

部伝達関数の高精度な補間や、低遅延といった特徴を有するソフトウェア聴覚ディスプレイシステムを開発してきまし

た。また、当システムを用いて頭部運動感応遅延の検知限・弁別限に関する人間の特性や、遅延が大きい状態で聴取

した際に見られる特異な頭部運動について報告しました。 

 聴覚ディスプレイを実用化するうえでの大きな課題の 1 つが頭部伝達関数の個人差です。この点についても、身体形

状と頭部伝達関数の明確な対応関係が未だ明らかにされていないなかで、主観評価により短時間に効率良く最適な頭

部伝達関数を選ぶ手法を提唱し、様々な検討を行っています。 

 研究室では学生と音に関する様々なテーマに取り組んできました。研究テーマの一例を示します。これらに限らず、音

に関する内容については積極的に取り組んでいきたいと考えておりますので、ぜひお声がけください。 

[これまでの研究課題の一例] 

●聴覚ディスプレイシステムの高精度化 

●効率の良い頭部伝達関数個人化手法の開発 

●多チャネルスピーカを用いた新しい音楽再生方法の提案 

●部屋の特徴による残響時間の変化のシミュレーション 

●反響定位習得のための視覚拡張システムの開発 

●複数のマイクロフォンを用いた音源分離 

●集中力と記憶力に騒音が与える影響に関する主観評価実験 

●少数のスピーカで波面合成法を行うための基礎検討 

●指向性の高いパラメトリックスピーカを用いた反響定位 

●熱音響現象における蓄熱器の効果の検証 

●音のパーソナルスペースに関する主観評価実験 

●野球における打球音と打球の関係 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属：  沼津工業高等専門学校 制御情報工学科 

研究タイトル： 

有線/無線の通信システム 

 

氏名：  金子裕哉 / KANEKO Yuya E-mail： 
kaneko.yuya@numazu-

ct.ac.jp 

職名：  助教 学位：  博士（工学） 

所属学会・協会： 電子情報通信学会、IEEE 

キーワード： 無線通信、光ファイバ無線（Radio over Fiber） 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 無線システムのモデル化 

・ 光ファイバ無線によるアナログ信号の有線長距離伝送技術 

 

 

研究内容： 光ファイバ無線によるアナログ信号の有線長距離伝送技 

  「光ファイバ無線（RoF: Radio over Fiber）」とは、マイクロ波フォトニクスの一分野です。光ファイバなのに無線っ

てどういうこと？という疑問が出ると思いますが、ここでいう無線とは（通信・非通信用途を問わず）無線システム

で使用されるような数十 MHz から数十 GHz の高周波信号（Radio Frequency signal）の意味です。通常、そのような

高周波信号を伝送する場合は同軸ケーブルという金属の芯線を持ったケーブルで電気の信号として伝送します。テレ

ビとアンテナの間などもこの同軸ケーブルで接続されます。しかし同軸ケーブルでは数十 m の伝送でも大きく信号が

減衰します。 

 一方で、「同軸ケーブルと電気」の代わりに「光ファイバとレーザー光」を使用することで、数 km 以上の長距離を

伝送することが可能になります。これにより、例えばアンテナのすぐ近くで電波からデータ（アナログからデジタル）

へ変換する必要があったものを、アンテナからある程度離れた場所で処理することができるようになります。特に、

複数のアンテナについて一括処理できるようになります。また逆に、ある一箇所から複数の離れたアンテナへ無線信

号を伝送することも可能になります。 

 この技術は、複数アンテナを用いる通信システムや、多数のスモールセルの一括制御、センシング、GPS の相対測

位、ケーブルテレビのような様々な場所で実用・研究が行われています。私の研究では特に、この光ファイバ無線シ

ステムを安価に導入するために既設のデジタル光回線を共用するシステム、GPS 不感地帯での時刻同期方法の研究を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光ファイバ無線を用いた中央一括制御・異種無線システム  デジタル光回線を共用する光ファイバ無線システム 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

E/O, O/E 変換モジュール(対向) 60MHz-3GHz ROF101（スタック電子） 

低駆動電圧 10Git/s LN 強度変調器(シングル電極型) T.MXH1.5-10PD-ADC-LV ゼロチャージ型（住友大阪セメント） 

光ファイバ SEI オプティフロンティア 

GNSS 評価キット EVK-M8F-0-01（u-blox） 

FPGA 評価キット EK-K7-KC705-G（ザイリンクス） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

未利用資源を利用した魚類飼料の開発 

 

氏名：   後藤 孝信／ GOTO Takanobu E-mail： goto@numazu.kosen-ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（薬学） 

所属学会・協会： 日本水産学会，水産増殖学会，日本薬学会 

キーワード： 酵素，代謝，食品，家畜，栄養学 

技術相談 

提供可能技術： 

・養殖用飼料の栄養価の評価 

・廃棄物の魚類飼料への応用 

・水産加工物の品質評価 

・食品成分の分析 

研究内容： 未利用資源を利用した魚類飼料の開発 

技術分野： 食料科学・技術 

 

日本の食料自給率は先進国の中で最も低く，40％前後を推移しています。その一方で，人口増加，健康ブーム

に伴う海洋食品の消費増加や環境破壊により，世界の魚類資源は減少の一途をたどっています。ウナギは絶滅

危惧種ですが，日本は世界のウナギを大量に消費しているという事実もあります。 

このような国内外の食糧事情や生物資源の問題を解決するためには，食糧増産技術の開発が不可欠です。中

でも，魚類資源の増産，すなわち養殖業に関しては，低価格で栄養価の高い魚類飼料の開発が重要です。皆さん

の大好きなマグロは，30 年の歳月を経て養殖が可能となりました。とても喜ばしいことです。 

このような目的の研究の元，過去に我々は，タウリンがプリやマダイの海産魚類に対して成長促進効果を示すこ

とを見出すと共に，魚類のタウリン生合成能力が魚種により大きく異なることを愛媛県水産試験場と宮崎大学との

共同研究で報告してきました。 

近年では，牛胆汁沫がニジマスの大豆タンバク質の利用率を向上させることを養殖研究所や東海大学との共同

研究により報告しております。 

魚類の生化学的な特徴や栄養要求は，哺乳類のそれと大きく異なるだけでなく，魚種間でも大きく異なることか

ら，今後は，魚類の生化学的な特徴を解明しつつ，未利用資源を用いた新規な魚類飼料を開発したいと考えてい

ます。 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

静岡県は，国内最大規模の工業県であると同時に，国内最大規模の農林水産業県です。したがって，農業と工業

の融合に最も適した地域と言えます。工業高等専門学校の職員として，静岡県の工業，農業，水産業の発展に貢

献できればと考えています。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

分光光度計(日本分光)  

高速液体クロマトグラフィー(日立，島津)  

ガスクロマトグラフィー(島津)  

  

  

 

物
質
工
学
科 

41 41



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

天然ゴムの脱タンパク質化と新機能性材料の開発 

 

氏名：   青山 陽子 ／AOYAMA Yoko E-mail： y-aoyama@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： Ph.D. 

所属学会・協会： 日本化学会，高分子学会，アメリカ化学会 

キーワード： 高分子，ポリマー変性，天然ゴムの脱タンパク質化 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 高分子合成一般 

・ 水素添加によるポリマー変性 

・ 天然ゴムの脱タンパク質化と化学修飾 

 

 

研究内容： 天然ゴムの脱タンパク質化と化学修飾 

技術分野： 加工・合成・プロセス 

 

天然ゴムは，パラゴムノキの幹を傷つけて得られた乳濁液（ラテックス）に含まれる物質で，シス―1，4-ポリイソプレン

という高分子で，優れた力学特性を持っています。 化石資源から作られる合成ゴムとは異なり，天然ゴムは植物由来の材

料であり，製造や焼却の際に排出される二酸化炭素は光合成によって吸収され，地球温暖化を防ぐことが期待されていま

す。天然ゴムから，タイヤを始め手袋や免震ゴム，チューブなど様々な工業製品が作られていますが，ラテックスに付着し

ている生物由来のタンパク質がアレルギーの原因にもなっています。当研究室では，タンパク質を天然ゴムから効果的に

取り除く方法と，天然ゴムに新たな特性を与え，新規の材料を開発する研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

研究者 PR・自己紹介 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル：高効率・低環境負荷プロセス開発のための 

     触媒を用いる化成品合成と有害物質の無害化 

 

氏名： 稲津 晃司／ INAZU Koji E-mail： kinazu@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本化学会・触媒学会・石油学会・米国化学会・日本ゼオライト学会 

キーワード： 触媒，微粒子，多孔質材料，化学合成，無害化技術，光触媒，大気汚染 

 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 高圧から高真空まで、種々の圧力条件における反応実験 

・ ppb レベルの希薄系から濃厚系まで、幅広い濃度に対応した触媒反応 

・ 化成品の効率的合成や排出物の無害化分解に適用する触媒技術 

・ 単結晶等の清浄表面のナノスケール分析や ppb レベルの環境分析に対応する分析技術 

 

研究内容： 触媒反応を用いる「ものつくり」，「高効率化」，「環境保全」 

技術分野：化学反応，材料，エネルギー，表面・界面，環境負荷の軽減，環境保全 

 

変化し続ける市場ニーズや規制への迅速な応答では技術革新が鍵を握ります。化成品は、製品原料として不可欠である

にもかかわらず、常に低コスト化、効率化への要求が厳しい製品で、その製造技術の革新は特に重要です。このための

重要な要素技術のひとつは触媒です。触媒は、新しい反応経路を提供することで反応速度の増大や目的生成物への選択

性向上を実現します。当研究グループがこれまでに以下のような産学連携活動をしており、この他にも種々の材料、反

応、プロセスへのチャレンジをしています。 

 ・化学修飾ルテニウム触媒を用いた、全圧 10 MPa 未満、400℃以下の穏和な反応条件でのアンモニア合成プロセス 

 ・生成物を液相にすることで既往法での気相平衡の制約を受けない低温液相メタノール合成プロセス 

 ・水素燃料電池用水素源としての金属水素化物の加水分解反応システムの開発 

 ・沸騰水型原子炉重大事故時に発生する水素の触媒アンモニア合成を利用した除去システムの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 気相と固相あるいは液相と固相の界面での化学反応への興味に端を発し、超高真空から高圧、極希薄系から濃厚系、

有機錯体から無機材料、ナノスケールから工業スケール、分光からクロマトグラフィーとユニークな現象・技術にはどこに

でも首を突っ込みながら、次代をより良くする科学と技術を追い求めています。 

 わたし自身の活動はまだまだ高効率ではありませんが、アクティブであることをモットーに走ります。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

流通式触媒反応装置（自作） 自動ガス/蒸気吸着測定装置 Belsorp Max（日本ベル） 

熱重量/示差熱同時分析装置 TG/DTA 7200（SII ナノテク） 元素分析装置付走査型電子顕微鏡 JSM-6010LA（日本電子） 

ガスクロマトグラフ FID，TCD，MS（複数，島津製作所 他） イオンクロマトグラフ-ICP 質量分析装置(ダイオネクス/サーモ) 

液体クロマトグラフ UV-VIS,RID 等（複数，島津製作所 他） 不活性ガス循環式グローブボックス GBJV080（GBJ） 

粉末 X 線回折装置 Xpert（パナリティカル） 金属/ガラス製真空実験装置（幕張理化学硝子） 

 

触媒材料や吸着材への

応用に様々な可能性を

もつ規則性多孔質 

穏和な条件下で機能して

省エネルギーを実現する

化学修飾ルテニウム触媒 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

触媒活性能を持つ新規な遷移金属元素含有酸化物ナノチューブ 

 

氏名：   大川政志／OOKAWA Masashi  E-mail： mokawa@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本化学会、セラッミクス協会、日本粘土学会、ゼオライト学会 

キーワード： セラミックス、粘土鉱物、酸化物ガラス、固体構造解析、分子シミュレーション 

技術相談 

提供可能技術： 

・無機酸化物結晶及びガラス材料の分光学的手段による解析 

・多孔性シリカの分子シミュレーション 

・ナノチューブ状粘土鉱物の合成 

 

研究内容： 触媒活性能を持つ新規な遷移金属元素含有酸化物ナノチューブ 

技術分野： ナノ物質・材料 

酸化物ナノチューブのイモゴライト粘土鉱物（SiO2・Al2O3・2H2O）は外径 2.5nm 内径 1nm、長さ数十 nm～数μm で水との親

和性に優れている化学的に安定であり環境に負荷の少ない材料である。このイモゴライトに類似した触媒機能を有する新

規酸化物ナノチューブを開発するため Al の一部を Fe や Cr に、Si を Ge に置き換えた試料を作成し触媒特性を測定した。

その結果、遷移金属含有イモゴライト及び新規アルミノゲルマネートナノチューブ触媒は酸化剤に過酸化素水素、溶媒に

アセトニトリルを用いることによって、ベンゼンの酸化によるフェノールの直接合成やシクロヘキサンの酸化によるシクロヘ

キサノールやシクロヘキサノンの合成など酸化が困難な有機化合物の酸化反応に触媒活性があることを見出しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

酸化物固体をキーワードにゼオライト、メソポーラスマテリアル、エアロゲルなどの多孔性物質やイモゴライトをはじめとす

る粘土鉱物などの合成、化学修飾、構造解析、機能発現に関する研究を行っています． X 線回折、赤外およびラマン分

光、固体 NMR などの分析機器を使用して固体状態の解析を、ガスクロマトフィーを用いて触媒特性の評価を行っていま

す。また分子動力学法や分子軌道法などのシミュレーションも解析手段として併用しています。 

 

提供可能な設備・機器： 
 

 

名称・型番（メーカー） 

電子状態計算ソフトウェアＧａｕｓｓｉａｎ０9ｗ (Gaussian) 顕微レーザーラマン分光装置 NRS-7000(日本分光) 
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研究内容：  

技術分野：地域環境・循環型社会システム 

当研究室では工業・農業分野から排出される廃棄バイオマス（タンパク質，糖質、メタン等）から未利用
資源を回収し，有用物質に変換する技術開発をおこなっております． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談・協力分野 
● 廃棄物からの未利用資源分離・回収  ● 生物機能を利用した物質変換 
● 目的反応を触媒する微生物の探索   ● 生体触媒の精製と反応条件の検討 

人間生活における 物質循環 と エネルギー循環 の最適化を目指しています 
 

研究者 PR・自己紹介 

工業に限らず農業に工学的な手法を導入することで，これまで廃棄物と考えられていた産業廃棄物や農産
加工廃棄物を貴重な資源として考えることができます．私たちグループは，「廃棄物は存在しない．すべて有
効な資源である」をモットーに，循環型社会構築に向けた技術開発をおこなっております． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

廃棄バイオマスからの未利用資源回収と有用物質生産 

 

氏名：  竹口昌之／TAKEGUCHI Masayuki E-mail： takeguch@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 化学工学会、日本化学会、石油学会、日本農芸化学会 

キーワード： 未利用資源回収，廃棄バイオマス利活用 

技術相談 
提供可能技術： 

・ 廃棄バイオマスから未利用資源回収技術 
・ 微生物を利用した廃棄バイオマスからの有用物質生産 
・ 循環型社会を構築するためのゼロエミッション関連技術 
・ バイオガス・メタンからの微生物を利用した物質生産 

 

提供可能な設備・機器：  
名称・型番（メーカー） 

微生物培養装置 10L, 5L, 1L (ABLE Biott) 脱⽔ろ過試験器（宮本製作所） 
⾼速冷却遠⼼機 （⽇⽴⼯機） ジャーテスター（宮本製作所） 
⽔分計 （島津製作所） ハンマータイプクラッシャー（アズワン） 
⾼速液体クロマトグラフ （島津製作所，⽇⽴ハイテクサイエンス） 生物顕微鏡（オリンパス） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

細胞工学的アプローチによる植物育種研究 

 

氏名：  古川一実 ／ FURUKAWA Kazumi E-mail： furukawa@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（農学） 

所属学会・協会： 日本育種学会、染色体学会、生物環境工学会、植物バイオテクノロジー学会 

キーワード： 育種，DNA，RNA，ゲノム編集，遺伝子，不定胚，組織培養、生命科学系教材開発 

技術相談 

提供可能技術： 

・植物の細胞・組織培養（大量増殖・物質生産）およびそれらを利用した植物の形質転換 

・染色体解析（染色体ペインティング） 

・生命科学系教材開発 

 

研究内容： チャ（茶樹）の染色体解析およびゲノム編集 

「育種」ってなんでしょう？ 

 一般には「品種改良」という言葉で知られている技術や取り組みのことです。人類は太古の昔から食糧の増産のため

に、都合の良い形質を持つ植物同士で掛け合わせをして、新しい形質を持つ個体を作出し多種多様な集団の中から目

的の個体を選抜してきました。現代では、勘や経験に頼らずに効率化を目指して、遺伝子や DNA の特徴を調べて交配

組み合わせを決め、選抜を行うようになり、さらには細胞レベルでの改良を行っています。 

沼津高専では、チャ（茶樹）の育種を行っています。 

 

チャ（茶樹）の育種 

チャは交配から結実まで１年かかり、実生を育てて新芽を摘めるまでに 3～4 年かかります。一つの品種を育成するた

めに、20 年もの時間を要し、さらに広い茶園も必要です。そこで、試験管の中で細胞組織レベルでの改良ができないか

研究をしております。 

 

沼津高専の持つ技術 

チャは主要作物であるイネと異なり、研究者も少なく、様々な研究や実験技術の確立が途上にあります。その中で、3 つ

の本研究室の特徴と強みを生かして、特異性が高いゲノム編集技術の開発に取り組んでいます。 

 ・チャの組織培養ができる。 

 ・パーティクルガンを用いた外来 DNA 導入ができる。 

 ・チャやツバキといった Camellia 属植物の染色体を解析できる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

サーマルサイクラー・Veriti（Applied biosystems） 位相差顕微鏡（Olympus BX51） 

グロースキャビネット（PHC） 垂直回転培養器（広島設備開発 HSK-RB L108-1） 

クリーンベンチ（Hitachi）  

パーティクルガン（BioRad）  

落射式蛍光顕微鏡（Olympus BX53 仕様）  

 

最終的に目指しているもの 

持続可能な茶栽培のために 

生産者・消費者の皆様に喜ばれる新品種育成を目指しています。 

 ・窒素吸収効率向上 

・成分育種 

 ・耐虫性・耐病性育種 

 ・新しい香りを持つ茶の育種 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

近赤外光活性物質の分析化学的応用 

 

氏名：   藁科 知之 ／ WARASHINA Tomoyuki E-mail： wara@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本分析化学会、日本化学会 

キーワード： 錯体・配位子，分光・スペクトロスコピー，発光・蛍光，水素エネルギー 

技術相談 

提供可能技術： 

・物質の吸収および発光特性の調査（紫外可視近赤外分光光度計，蛍光分光光度計） 

・異なる吸収極大（700～900 nm）をもつ近赤外吸収色素（金属錯体）の提供 

・質量分析（大気圧イオン化飛行時間型質量分析計） 

・マグネシウム化合物からの水素発生技術 

 

研究内容： 新規近赤外光活性物質の創製とその応用に向けての機能開発 

技術分野： ナノ物質・材料（光学応用）、計測技術、エネルギー・環境応用 

 

近赤外領域（700～2500 nm）は低バックグラウンドノイズであるため、その領域に巨大な吸収もしくは発光特性、もしく

はその両方の特性をもつ物質を計測プローブとして用いることは、分析化学的視点から非常に有利である。 

近赤外吸収スペクトルは、現在、果実の糖度測定や脳内酸素モニタリングに利用されている。この計測法の利点は、

対象物質を非破壊かつリアルタイムに分析することが可能な点である。近赤外光は透過性および経済性にも優れている

といえる。 

本研究室では、近赤外吸収をもつ各種 d8 遷移金属錯体を合成し、それらの光吸収特性だけでなく、活性酸素発生能

の有無や外部からの光照射時の光応答特性も調査している。将来的には、それらを測定対象物質のラベル化試薬や計

測プローブ、ガン治療薬（光線力学療法用試薬）などの機能性材料として、工業並びに医療分野に応用することを目的と

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

これまで、静岡県内の中小企業と共同研究を行ってきました（半導体洗浄液中の化学種分析、焼肉網中の化学種分析、

金属水素化物からの水素発生方法の検討、ジュースからのカリウムイオン簡易除去法の検討）。一言に分析化学といっ

ても分野が広く、自分の得意とする分野からのアプローチだけでは解決できない、困難な場面の連続でしたが、企業経営

者の温かいご支援によって、問題を解決することができました。今後も企業の皆様とともに考えながら、分析化学的手法

を駆使して問題解決に取り組んでまいりたいと思います。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

紫外可視近赤外分光光度計・V-670iRM（日本分光） マルチ水質計・MM-60R（東亜 DKK） 

蛍光分光光度計・F-4010（日立） pH メータ・HM-25G（東亜 DKK） 

ポテンショスタット ガルバノスタット・HAB-151（北斗電工） 大気圧イオン化飛行時間型質量分析計・ 

  JMS-T100LP AccuTOF LC-plus（日本電子） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・物質工学科 

研究タイトル： 

疎水化多糖ー無機ハイブリッドナノ粒子の合成 

 

氏名：  山根 説子／YAMANE Setsuko E-mail： syamane@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（学術） 

所属学会・協会： 高分子学会、日本化学会、日本バイオマテリアル学会 

キーワード： 有機—無機ハイブリッド材料、微粒子、ドラッグデリバリー 

技術相談 

提供可能技術： 

 

・天然多糖を用いた有機合成 

 

 

研究内容： 天然多糖をベースとしたナノ粒子および有機-無機ナノハイブリッドの合成 

バイオミネラリゼーションは，有機物をテンプレートとしてナノ〜マイクロスケールで無機物の生成を制御しうる，省エネ

ルギーかつ省プロセスな有機—無機複合化方法である．本研究はバイオミネラリゼーションを模倣し，機能性多糖ナノ

粒子を足場としてリン酸カルシウムを生成させ，有機—無機ナノハイブリッドを合成する．有機—無機ナノハイブリッドに

より，各材料の特性を併せ持つ新規材料の創製が期待される． 

 機能性多糖ナノ粒子として，コレステロール置換ヒアルロン酸(CHHA)を合成した．CHHA は水中で粒径約 50-200 nm

のナノ粒子を形成した．CHHA ナノ粒子存在下，温和な方法でリン酸カルシウムミネラリゼーションを行ったところ，ヒド

ロキシアパタイト(HAp)ナノ粒子が得られた．本研究で作製した CHHA—HAp ナノハイブリッドは数ヶ月間, 溶液中で安定

に存在し，すぐれたコロイド分散性を示した． 

 CHHA—HAp ナノハイブリッドはタンパク質ナノキャリアをはじめとするバイオメディカルへの応用展開が期待される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 コレステロール置換ヒアルロン酸(CHHA)構造式と CHHA-リン酸カルシウムナノハイブリッド 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

pH メーター D-52（HORIBA）  

低温恒温水循環装置 CTP-1000 (EYELA)  
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所属： 沼津工業高等専門学校 物質工学科 

研究タイトル： 

廃棄物等未利用炭化水素資源のエネルギー転換 

 

氏名：  伊藤 拓哉／ ITO Takuya E-mail： t.ito@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本エネルギー学会・化学工学会・日本化学会・廃棄物資源循環学会 

キーワード： 再生可能エネルギー, バイオマス, BDF, 廃プラスチック, 液化, ガス化, リサイクル 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 各種有機性廃棄物・未利用炭化水素資源のエネルギー転換技術 

・ 小型オートクレーブを用いた各種高温高圧実験（〜450℃、〜20 MPa） 

・ 小型流動層を用いた各種高温実験（〜1500℃：この温度域の流動層実験炉は唯一無二） 

・ その他ニーズに合わせたラボスケール実験装置の作成およびそれを用いた試験 

 

研究内容： 様々な廃棄物・未利用資源から様々なエネルギー（液体・ガス燃料、水素、発電等）へ変換 

廃棄物はどのような産業であれ規模の大小はありますが、必ず発生するものです。資源の少ない我が国ではエネル

ギーセキュリティの観点からもこれら廃棄物を有効に利用する必要があります。中でも生体由来の廃棄物である廃木材

や廃食用油、農業残渣、下水汚泥等はバイオマスであり、これらを化石代替燃料として燃焼しても排出される CO2 は大

気中 CO2 濃度を増加させない（カーボンニュートラル）特徴があります。一方、廃プラスチックは埋立地の確保が問題と

なっており、有効利用が求められています。このような廃棄物を有効利用しようとすると、これらは地域に分散して排出

されるため、収集コストが大きな問題となります。そこで、当研究室では廃棄物が排出される場所で必要なエネルギー

へその場で変換することで収集コストを削減するための小規模でも効率的なエネルギー転換プロセスの開発をめざして

います。これまで実際に産(官)学連携で、以下のような研究を行ってきました。 

・ 一般廃棄物を想定した木質バイオマスとプラスチックからの軽油代替燃焼製造（NEDO, 一般企業と受託） 

・ 低温物性が悪く利用が困難な動物油脂由来バイオディーゼルの製造プロセス（一般企業と共同研究） 

・ 下水汚泥からの高効率水素製造プロセス（国土交通省, 一般企業および国立研究所と受託） 

・ 高カリウム含有バイオマスの流動層燃焼における流動媒体の検討（一般企業と共同研究） 

下記は現在進行中の研究テーマの一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

GC-FID・GC-2014、GC-14B、GC-8A（島津製作所） TOC・TOC-VE（島津製作所） 

GC-FID 用メタナイザー・MTN-1（島津製作所） ハロゲン水分計・HMA1101（ASONE） 

GC-TCD・GC-14B、GC-8A（島津製作所） 電磁誘導撹拌式オートクレーブ・特注（鈴木理化製作所） 

GC-MS・GCMS-QP5050A（島津製作所） 小型流動層反応炉・自作（要望に応じて改造可能） 

GC 用オートサンプラー・AOC-20i 縦型反応炉・自作（要望に応じて改造可能） 

 

廃食油由来バイオディーゼル燃料（BDF）の製造

廃食油

植物油脂遊離脂肪酸 動物油脂

廃食油は植物油脂のほかに不純物を含む

イオン交換樹脂二段階法 熱分解法

RCOOH + NaOH RCOONa + H2O
遊離脂肪酸

中和

触媒
BDF

気温低下によりエンジンフィルタが目詰まり

BDF

グリセリン

廃食油

遊離脂肪酸 → BDF 油脂 → BDF

交
換
反
応

陽

交
換
樹
脂

交
換
反
応

陰

交
換
樹
脂

炭化水素

-3CO2

油脂（トリグリセリド）

油脂の脱炭酸によって従来のBDFより
低融点な炭化水素を製造事前に遊離脂肪酸をBDFに転換

オーストラリアに植林されたユーカリと同じくオーストラリアで産出さ
れ低品位で安価な褐炭を共液化することで石油代替燃料を製造

・ 比較的温和な条件で熱分解されて液化
・ 水素原子が豊富
・ 液化油の極性が高くエンジンに使用不可
・ 循環に伴い溶媒の極性が高くなり固化

・ 熱分解条件が比較的過酷
・液化するためには水素原子が不足
・液化生成物の極性が低い

木質バイオマス 石炭

C (S) + H2O (G) CO (G) + H2 (G)

C (S) + O2 (G) CO2 (G)

ガス化（吸熱）

燃焼（発熱）

部分燃焼ガス化 間接加熱ガス化

バイオマス

Air（O2+N2)

H2O (G)

H2

CO

CO2

N2

バイオマス
H2O (G)

H2

CO

外部エネルギーの投入が不要
N2の混入により低カロリーガスが生成

中カロリーガスを生成可能
外部からエネルギーの投入が必要

従来のガス化プロセス

C (S) + H O (G) CO (G) + H (G) ガス化（吸熱）

H2OAir

(N2+O2)

N2, CO2
CO, H2

ガス化室燃焼室

ガス化室で冷えた粒子
燃焼室で加熱された粒子 回転

新規水平回転円筒炉

中央に取り付けられた渦巻き機構によって粒子は行き来するがガスが混ざらない
これによって、部分燃焼ガス化でも中カロリーガスを生成可能となる

バイオマスと

熱媒体粒子
バイオマスと

熱媒体粒子
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所属： 沼津工業高等専門学校 物質工学科 

研究タイトル： 

液相法によるセラミックス合成 

 

氏名：  新井貴司 ／ARAI Takashi  E-mail： arai.takashi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 日本セラミックス協会 

キーワード： セラミックス, 液相法, 薄膜，誘電体，強誘電体 

技術相談 

提供可能技術： 

・液相法によるセラミックス材料・薄膜の作製 

・無機化合物のX線回折装置・原子間力顕微鏡・電子顕微鏡を用いた結晶構造・表面形状・元

素分析 

 

研究内容： セラミックス材料の液相合成と評価 

 

セラミックスの合成に積極的に用いられている液相法は他の手法にはない下記のような利点を有します。 

 

  液相法の利点 

    ・固相法と比べて低温合成が可能 

    ・溶液内で原子の分子・原子レベルでの設計が可能 

      ⇒結晶構造や化学量論組成からの意図的なズレも制御できる 

    ・プロセスの大部分は常温常圧下であり、大型の装置が不要 

    ・形状制御が容易 

      ⇒デバイスの小型化のための薄膜作製や触媒用の大表面積粒子の作製が可能 

 

一方で、上述した利点、すなわち望んだ組成や形状、特性を得るためには液相中での分子設計や合成及び焼成条

件の詳細な分析が不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.溶液法プロセス 

 

私はこの液相法を駆使することで形状や組成、構造、応力(薄膜の場合) 

などを制御し、高い特性を有するセラミックスの合成を目指しております。 

特に誘電体セラミックス薄膜の作製に力を入れて研究しているところです。 

 

また、材料の分析方法として、X 線回折装置や原子間力顕微鏡                       

、走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡などの操作・解析技術も有しております。    図 2.化学反応制御して 

作製した薄膜表面 

                                                    

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

不定比性希土類マンガナイト化合物の創製 

 

氏名：   小林美学 ／ KOBAYASHI Migaku E-mail： m.kobayashi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本化学会 

キーワード： 結晶，X 線回折, 構造解析, 構造相転移，不定比性化合物, 無機化合物，セラミックス 

技術相談 

提供可能技術： 

・X 線回折による構造解析（Rietveld 法） 

 

・固相反応を利用したセラミックス化合物の新規合成 

 

研究内容： 不定比性希土類マンガナイト化合物の創製 

技術分野： 基礎物性 

 

 希土類元素とマンガンの酸化物である希土類マンガナイトは、Mnが混合酸化数をとりやすく、その構造も比較的自由度

の高いペロブスカイト型構造をとりやすいため、比較的容易に一部に欠陥が生じた化合物や、原子の一部をイオン半径

の近い他の原子に置換することができる。このようにして生じた化合物は、その化学式が簡単な整数比で表せないため、

不定比性化合物と呼ばれる。 

 不定比性化合物では、組成を連続的に変化させることで、構造相転移温度や電気伝導度などの物性も連続的に変化さ

せることができる。本研究では、組成を変化させた不定性化合物を合成し、粉末 X 線回折データを用いてその試料の構

造解析（Ritveld 解析）を行うことで、磁性材料や電極材料に使われることが多いペロブスカイト型構造の組成と構造の関

係について知見を得ることを目的としている。あわせて、その諸物性を調査することによって、新規材料の可能性も検討し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

結晶構造を解析する際は、結晶モデルを片手に、パソコンが計算した値を見ながらあれこれと思いを巡らせます。地味

な作業ではありますが、目では直接見えない世界が様々な手法で少しずつ姿を現してくることは、パズルを解くのに似た

おもしろさがあります。 

 

教
養
科 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

X 線回折装置 X’Pert Powder ( Panalytical )  

シリコニット炉 TM-K30 ( シリコニット高温工業 )  

  

  

  

 

温度変化に伴う粉末 X 線パターン変化の例。この試料におい

ては673Kから873Kの間に構造相転移が存在する事が，この

パターン変化から読み取れる。 

構造解析した結果の例。酸素と Mn を含む Bサイトの原子が

ジグザグに結合している様子や，B サイトを中心とする酸素

八面体が歪んでいる様子がわかる。 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル：  

近現代日本女性文学研究―佐多稲子を中心に 

掲載を希望しません

 

氏名：  小林美恵子 ／ KOBAYASHI Mieko E-mail： mkoba@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士(文学) 

所属学会・協会： 日本近代文学会 日本社会文学会 佐多稲子研究会 ほか 

キーワード： 女性 近現代日本文学 戦時下 昭和 少女小説 

技術相談 

提供可能技術： 

・近現代日本女性文学 

・昭和戦時下社会 

・少女小説 

・戦争文学 

 

研究内容： 

日本女性のここ 150 年ほどの激変・進歩は目覚ましいものがあります。その時々の女性たちの姿を正確・克明

に描いた女性作家たちの手による小説群は歴史遺産とも呼べる一級資料といえるでしょう。現在ですら社会

の第一線に身を置くことが少ない女性たちの歴史は、だからこそ多様性に満ちており、文学作品によってさま

ざまなヒロインのドラマを知ることは、女性のマンパワーを不可欠とする次世代に向けても大きな価値を持つと

思われます。 

 

１ 佐多稲子研究 
研究の第一歩は、プロレタリア作家の佐多稲子(1904～1998)からスタートしました。慰問行為や執筆内容につい

て、戦後戦争責任を問われた佐多が、戦時下どのような小説を書いていたのか調査・分析し、その多くが戦時下の 
女性の様々な痛みを掬い上げるものであり、それによってぎりぎりの抵抗が読み取れることを指摘、佐多の評価に一
石を投じました(『昭和十年代の佐多稲子』(双文社出版、2004 年)。                                                    

２ 女性文学研究へ 
   佐多研究と並行して、所属研究室の『青鞜』研究に参加、明治・大正期に遡り、家父長制下の女性の受けた抑圧

と、その中で生み出された自由を求めるムーブメントの激しさを、『青鞜』参加者の調査や掲載作品の研究に携わる
中で実感し、文学を通して女性の歴史に触れることが、当時を生きた女性の肉声を聞くことであると実感しました。 

   そこから、吉屋信子・林芙美子・平林たい子など女性作家の作品に関心が集中するようになり、桐野夏生・角田光
代ら現代作家についても研究対象に取り上げるに至りました。近年は、田辺聖子の恋愛小説群、林真理子の現代家
族小説にも関心を寄せています。 
 令和 4 年 6 月からは、九州の散文誌『隣り村』に「江ノ電・鵠沼・富士山の文学」を連載中で、吉屋信子『良人の貞
操』・阿部昭『幼年詩篇』・江國香織『神様のボート』・伊集院静『冬の花びら』といったラインナップを紹介しています。 

 第 5 号で・井上靖『夏草冬濤』を取り上げてからは、地元三島・沼津の文学にも親しみ、この地の魅力を再発見してい
きたいと思っています。次回第 6 号では、武田百合子『富士日記』を紹介します。 

３ 少女小説・児童文学研究／今後の目標 
   上記のような研究活動を経て、2005 年ころから、日本で初めて少女小説を体系的な研究対象として取りまとめた

『少女小説事典』(東京堂出版、2015)編纂に加わることができました。その作業の過程で、幼いころに読んだ物語や
小説が、人の自己形成に強く影響していることに思い至り、少女小説・児童文学研究にも関心を広げることになりまし
た。後も引き続きより多くの女性文学に触れ、研究の幅を広げていきたいと願う一方で、男性作家の作品も一から読
み直し、双方の関係を視野に入れながら、改めて女性文学という領域の意義を考えてみたいと思っています。まだ着
手できていませんが、近年忘れられた存在になりつつある『しろばんば』『あすなろ物語』などで井上靖が描いた一人
の少年の特異な成長過程と伊豆湯ヶ島の自然の相関関係にも関心を寄せています。 

   2021 年 7 月には佐多稲子研究会は会誌『くれない』13 号を刊行し、佐多稲子の 1967 年から 1974 年までの日記
翻刻を発表、私はその中の 1970 年を担当、三島由紀夫の自殺やよど号ハイジャック事件のあった年へのタイムスリ
ップを満喫しました。現在は引き続き『くれない』第 14 号刊行に向け、最後の資料となる 1975 年から 1983 年の日記
翻刻に取り組んでおり、この中の 1983 年の翻刻完成と解説執筆に向けて準備中です。 

４ 〈パンデミック〉の節目に 
  所属する新・フェミニズム批評の会創立 30 周年記念にあたり、記念論集が刊行(2022 年 10 月)され、そこにエッセイ

「私的〈平成〉回顧録―家族・スマホ・ジェンダーの視点から」を発表しました。これは、令和初頭の地点から平成とい
う時代を振り返り、それがどのような変化をもたらしたものだったか、そこで自身がどのような 30 年を過ごしたか、とい
うことを振り返る機会を持つことができました。結果として、自分は平成に苦しい記憶が多かったという書きぶりになり
ましたが、一つの時代について、自分個人としての位置づけを試みたのは、今後他者のそれを目にするときにも役立
つものと考えています。 
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6次元ボルツマン方程式を解く計算コードにより得られた超新星（左）および連星中性子星合体（右）におけるニュートリノ輻射輸送の様子 

（色：ニュートリノ密度、矢印：フラックス）K. Sumiyoshi et al. Astrophysical Journal (2015, 2021),  

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

数値計算による超新星爆発メカニズムの解明 

 

氏名：   住吉光介/SUMIYOSHI Kohsuke E-mail： sumi@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本物理学会、日本天文学会、国際天文連合 

キーワード： 数値シミュレーション、原子核物理、宇宙物理、輻射輸送 

技術相談 

提供可能技術： 
・スーパーコンピュータによる大規模計算技術・並列解法による高速化など 

 
研究内容： 原子核物理、宇宙物理学、計算科学 

技術分野： 数値シミュレーション 

太陽質量の１０倍を越える大質量を持つ星は進化の最期に重力崩壊をして、超新星爆発という華々しい天体現

象を起こします。何十年の研究にもかかわらず、この爆発を引き起こすメカニズムの詳細は現在でも明らかにな

っていません。この重力崩壊・爆発現象を調べるためには、流体力学とニュートリノ輻射を組み合わせた計算を

行う必要があります。さらに、重力崩壊の結果、非常に高温高密度な環境となるため、極限状況下での物質の状

態方程式、ニュートリノ・電子・陽電子と核子・原子核の反応率を理論的に求める必要があります。 

当研究室では、極限状況下での物質の状態方程式・ニュートリノ核反応の理論計算、多次元ニュートリノ輻射

流体計算による数値シミュレーションを行なうことにより、超新星爆発メカニズムを探り、超新星ニュートリノ

放出の観測データ予測を行っています。近年では連星中性子星合体における現象への応用、富岳コンピュータを

使った大型数値シミュレーションの共同研究を進め、世界最先端の研究に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

最新の宇宙・天体・原子核・素粒子の研究を行うと共に、物理・応用物理の教育研究に取り組んでいます。最前線の研究

成果を紹介することや、スーパーコンピュータによる大規模計算技術の話題を伝えながら、若い世代の皆さんが工学基礎

としての物理を学ぶための動機付けをできればと考えています。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

運動形成に関する現象学的研究 

 

氏名：   佐藤 誠／SATO Makoto  E-mail： msatoh@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 修士（体育学） 

所属学会・協会： 
日本体育学会、日本スポーツ運動学会、日本コーチング学会、 

日本スポーツ教育学会、日本体操競技・器械運動学会 

キーワード： スポーツ運動学、運動学習、体操競技、コーチング、現象学 

技術相談 

提供可能技術： 

・スポーツコーチングに関する知識提供 

・体操競技の指導法 

・心肺蘇生法・ 

研究内容： 運動者の立場から運動の形成を明らかにする。 

技術分野： スポーツ指導 

 新しい運動ができるようになることは、簡単そうで難しい問題です。運動を指導するために自然科学の手法を用いて運

動のメカニズムが明らかにされます。しかし、メカニズムが明らかになったからといって、運動がすぐにできるようになるか

といったらそんなことはありません。運動ができるためには、運動者が自身の感覚や意識の中で動きと結びついた感覚的

なイメージを、目標とする運動へと統覚していかなければなりません。そこで考えなければならないことは、運動者がイメ

ージをどのような形成していくのか、そのための素材はどんなものなのか、どのようにしたら学習者がイメージ化できるの

かなどといったことです。このようなことについて、現象学的な立場からアプローチしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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研究内容：  ＩＴ時代の地図を使った地理再発見を提供します。 

技術分野： 人文・社会 

 

情報のデジタル化が進んだ現代ですが、地図も例外ではありません。紙の地図からパソコンで見る地図や衛星画像ま

で、地表空間における位置を表す手段である地図等を活用した地理教育の教材開発について研究しています。地理院地

図などのウェブ地図を活用した教育用のウェブページの作成に取り組んでおり、地理院タイル等を使用した現在や過去

の地形図、空中写真を簡単な操作体系で見ることができるウェブサイトについては各種メディアで取り上げられて、地

理教育の関係者のみならず、多くの市民の方から好評をいただいています。 

 一方、他分野の教員とも連携しながら学校近隣の門池について調査・研究を進めており、中学校への出前授業など地

域との連携も行っています。地理学の学際性を背景に自然科学や工学と人文・社会科学をつなげる役割を果たしており、

ため池の周辺環境と役割の変化を地域社会の変容の面から読み解いています。 

    

  地理院タイルと Leaflet を使った   アナグリフによる空中写真の  出前授業「門池の地理と歴史」 

  地理教育用のウェブ教材   立体視      

研究者 PR・自己紹介 

 

工業高等専門学校における地理（人文・社会科学）の存在意義とは何かということを 

いつも考えながら、教育と研究に取り組んでいます。 

ウェブサイト http://user.numazu-ct.ac.jp/~tsato/  

 

所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

 研究タイトル：地理を基盤とした地域空間についての教材開発及びコンピューターを 

用いた地理的情報の表現手法の研究 

 

 氏名： 佐藤崇徳 ／ SATO Takanori E-mail： tsato@numazu-ct.ac.jp 

 職名： 教授 学位： 博士（教育学） 

 所属学会・協会： 日本地理学会，日本地理教育学会，日本地図学会 ほか 

 キーワード： 地理，地図，ＧＩＳ（地理情報システム） 

 技術相談 

 提供可能技術： 

・地図，空中写真・衛星画像，地域統計などの活用法 

・地理院タイルや Leaflet などウェブ地図技術を利用したウェブページの作成 

・地理教育に関する支援や出前授業等には小学校から大学まで対応可能 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

ユダヤ系アメリカ文学に関する研究 

 

氏名：   鈴木 久博／ SUZUKI Hisahiro  E-mail： h-suzuki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 修士（文学） 

所属学会・協会： 
日本ユダヤ系作家研究会、金沢大学英文学会、全国高等専門学校英

語教育学会 

キーワード： ユダヤ系アメリカ文学、ユダヤ文化 

技術相談 

提供可能技術： 

・ユダヤ系アメリカ文学、とくにバーナード・マラマッドの作品の特徴の紹介 

・ユダヤ文化の紹介 

・ホロコーストについての紹介 

研究内容： ユダヤ系アメリカ文学に関する研究 

技術分野： 人文・社会 

19 世紀末、ヨーロッパでユダヤ人に対する迫害が激しくなり、多くのユダヤ人がアメリカへ逃れました。このユダヤ

移民からユダヤ系アメリカ文学は出発します。初期ユダヤ系アメリカ文学では移民一世が新世界アメリカで直面したユダ

ヤ人特有の問題が主として描かれましたが、二世、三世の時代には、ユダヤ人の生き方を通して人類全般の生き方を描く

といった万民共通のテーマが増え、ユダヤ系アメリカ文学が広く受け入れられるようになりました。私が主に研究してい

る作家、バーナード・マラマッドもそのような移民二世です。 

人類全般の生き方を描くとはいえ、マラマッドはユダヤ系として、ユダヤ人独特の確固とした価値観や信念に基づい

て、苦難に直面しつつ生きる術を非常に直截な形で扱っています。混沌とした世の中に生きる私たちに勇気と希望と智慧

を与えるものと思います。 

また、そのような価値観や考え方の基礎となっているユダヤ文化や、ホロコーストに代表されるユダヤ人の苦難の歴史

についても研究を行っています。 

         

  マラマッドに関する多くの文献を所蔵      かつてユダヤ文学研究のために        タウソン大学での講演の様子を 

する米国テキサス州立大学の施設       滞在した米国タウソン大学          記した学内新聞の記事 

研究者 PR・自己紹介 

大学を卒業後、企業に勤めている時に何気なく読んだバーナード・マラマッドの小説から人生を変えるような大

きなインパクトを受けました。2007 年にはその分野での第一人者であるユダヤ系アメリカ人の教授のもと、メリー

ランド州にあるタウソン大学で研究活動を行いました。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル：中国・魏晋南北朝隋唐時代における
軍事と外交に関する研究 

 

氏名：   平田陽一郎／HIRATA Yoichiro E-mail： y-hira@numazu-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（文学） 

所属学会・協会： 史学会，東洋史研究会，早稲田大学東洋史懇話会，唐代史研究会等 

キーワード： 古代中国，東アジア，軍事制度史，外交交流史 

技術相談 

提供可能技術： 

・一般的な高校世界史の講義が可能。 

・中国古代史に関しては、漢文原典史料の読解を含めた専門的な講義をすることもできる。 

・初級中国語や時事問題（現代中国の抱える諸問題）、また郷土の歴史についても、授業や公

開講座において初歩的な内容の講義をしている。 

 

研究内容： 中国・北朝隋唐期における対外統治システムとしてみた「府兵制」の展開 

技術分野： 歴史学（中国史） 

 

私の研究対象は、370年におよぶ魏晋南北朝の分裂時代を乗り越えて、320年にわたる統一時代を現出した隋唐期の

中国です。時は日本でも人気の三国志の英雄達が活躍したころまでさかのぼりますが、邪馬台国の女王卑弥呼や遣隋

使・遣唐使等の活動を通じて、日本が中国と積極的に交流を持ち、その影響を強く受けつつ、自らの国家や社会を形成

していったのがこの時代です。 

隋唐世界帝国と称され、日本の政治・社会・文化にも極めて大きな影響を与えた、この中国史の黄金時代がいかにし

て到来したのかを、教科書にも出てくる「府兵制」という軍事制度や外交関係の展開から解明することを目指しつつ、当時

の国際社会における日中関係の位置づけ等についても考察しています。 

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

 

 

プロジェクタを使った歴史の授業      アジア各国からの留学生への講義       中国での古城址の調査風景 

研究者 PR・自己紹介 

「世界の工場」「世界の市場」として発展を続け、いまや世界経済の牽引車となった中国。その中国と日本の科学技術

分野での連携は、2 国間の問題に止まらない世界的な重要性を持っており、今後一層発展させていかなければならない

でしょう。両国にはすでに 2000 年に及ぶ交流の歴史がありますが、将来の関係もその地平に切り開かれるべきもので

す。すでに「歴史認識」「領土問題」などの懸案事項が山積みですが、さらに相互の無理解・無関心がそれを助長すれ

ば、両国の未来に暗い影を落とす恐れがあります。このような観点から、国際的に活躍する日本人技術者の持つべき素

養の１つとして、中国の歴史と文化に関する知識を提供すべく、自身の研究と学生への講義に取り組んでいます。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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研究タイトル： 

   江戸時代中後期の俳諧研究 

 

氏名：  芳賀多美子 ／HAGA Tamiko E-mail： haga@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 修士（文学） 

所属学会・協会： 日本近世文学会, 俳文学会, 上智大学国文学会 

キーワード： 近世文学・江戸文学・俳諧・芭蕉・蕪村 

技術相談 

提供可能技術： 

・芭蕉や蕪村の俳諧を味わうことによって、日本の伝統文化や慣習への理解を深め、言語

感覚を豊かにします。 

・地元沼駿地区における俳人の活動を通して、江戸時代末から明治初期の人々の生活・文

化・精神的背景を探求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校 教養科  

研究内容： 江戸時代中後期の俳諧研究 

 江戸時代は、製紙技術・印刷技術の躍進により、庶民が文芸に勤しむようになった時代です。 

 中でも、俳諧は「座の文学」と呼ばれ、庶民から武士・大名に至るまで多様な階層の交流が見られる文芸です。職業

も、商人・医者・歌舞伎役者など多種多様。俳諧の作品を読み解くことで、その時代に生きた人々の息づかいを感じるこ

とができます。 

  よく知られる俳諧史は、芭蕉・蕪村・一茶をもって語られますが、「座の文芸」である以上その彼らの背景にある俳壇抜

きに語ることはできません。江戸俳壇・京都俳壇・その他地方俳壇の俳人たちを包括的に見つめることで、ドラマティッ

クな俳諧史が見えてくると考えています。 

 研究の核は、芭蕉没後の変遷を経て、蕪村が本格的に活動した京都俳壇の全体像を含めて蕪村をとらえていくことで

す。蕪村の活躍した時代は、日本各地で「芭蕉にかえれ」という蕉風復古の気運が高まっていました。芭蕉を知り、後世

の人々が芭蕉をどうとらえたか、その流れの中で蕪村はどう生きたのかなど、様々な視点からの考察を考えています。 

 

［主な視点］ 

１． 芭蕉作品 

２． 蕪村作品 

３． 京都俳壇 

４． 蕉風復古の変遷 

５． 中央と地方俳壇 

 

 また、江戸時代末期から明治にかけて地方における蕉風復古運動の中で、地元沼津駿東地区の俳人たちが京都俳

壇への投句や俳書出版などの俳諧活動を精力的に行った実態についても調査研究しています。 

 

 さまざまな和書              蕪村作品                  蕪村略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル：  

英語でコミュニケーションをとるために 

 

氏名：  成田智子 ／ NARITA Tomoko E-mail： narita@numazu.kosen-ac.jp 

職名： 准教授 学位： 学士 

所属学会・協会： 
全国高等専門学校英語教育学会、NUFS ワークショップ、 英語授業研

究会 

キーワード： CLT、アクティブラーニング、ペアワーク、グループワーク 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 英語の学び直し 

・ 英会話 

 

研究内容：  

Can you communicate in English?  昨今、日本は世界でも最も人気のある国の一つで、多くの外国人が日本を訪れて

います。しかしいざ来てみると日本は観光客には不便なことが多くあるようで、英語でコミュニケーションを取るこ

とが出来ないと考えている日本人が多い事にも驚いています。日本人はとてもまじめに英語学習に取り組んできてい

ると思いますが、なぜこのような現状なのでしょうか？これはまさに英語教師である私にとって解決すべき最大の問

題なのです。 

 

 私は以前は自分が教えられてきた経験に基づいて、話題となった教授法の本を読んだりしながら授業スタイルに工

夫をすることを繰り返してきました。しかしながら目覚ましい変化や効果を得ることなく悶々とした日々をおくって

いました。そして次第に自己流の試行錯誤ではなく正統な最新の第二言語習得研究からより良い方法を実践したいと

考えるようになり、研究論文を読んだりワークショップに参加して多くの教員と経験をシェアして授業改善を行って

います。 

 

 これまでの日本の英語教育は「訳読方式」が主流の「読み書き」学習でした。英語を聴き、話し、使う学習が乏し

かったために、「文法を勉強したので辞書を使えば英語は読めるし、少しは書ける」のですが、コミュニケーションの

道具として使うことが出来ません。最近の研究で明らかになったことは、コミュニケーション活動が言語習得に非常

に効果があるという事です。易しいインプットから入って、情報交換をしたり人と交流する中で自己を伝え人を理解

しようとする経験を積み重ねると非常に効率よくその言語が使える様になるようなのです。英語の授業は英語で行い

ます。そして生徒同士も英語で活動します。英語を使ってコミュニケーションを取る相手はネイティブでなければい

けないという考えは意外にも的外れで、むしろネイティブでない方が気楽に自由に英語を使うことが出来るという事

もわかってきました。日本人の最も悪い癖は「間違った英語を話してはいけない」と考えてしまうこと。Enjoy making 

mistakes! の精神が良いのです。まず英語を使って間違いをたくさんして、どうしたら相手に伝わるか苦労しながら

学習していく授業でより多くの英語好きを育てるべく、日々研究、実験を行っています。 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校 教養科 

研究タイトル： 

豊かな表現力と人間性のはぐくみ 

 

氏名：  村上真理／MURAKAMI Mari  E-mail： murakami@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 教育学修士 

所属学会・協会： 全国高等専門学校英語学会、日本群読の会、日本多読学会 

キーワード： 英語指導、読書指導、読み聞かせ、多読、群読（アクティブラーニング） 

技術相談 

提供可能技術： 

・読み聞かせやブックトークのポイント・勘どころ 

・群読の実践や脚本作り 

・英語の絵本の選び方 

・英語の音読指導 

 

研究内容：  

英語指導 

社会に出て応用できるために、英語の基礎力の養成、具体的には文法力、発信力を鍛えるための英語の音声指導や

音読指導に取り組んでいます。 

 

読書活動 

聞き手の反応を見取りながら読み手の思いを伝える「読み聞かせ」。そこに生まれる読み手と聞き手の心の動きや変化

に着目して、本や読書を身近なものに感じることができる読書指導に取り組んでいます。また高校生、大学生、大人の

読書活動も支援しています。 

 

群読活動 

みんなで声をだして読みあうことで表現力、創造性、協調性、自主性などの多様な力を育む、「声の文化活動」である群

読。年齢を問わず様々な場面や行事にあった脚本づくりと実践に取り組んでいます。総合英語の教材にも取り入れて

います。 

 

英語多読活動 

英語の本や英語で書かれた記事などに大量に触れることによって、英語を英語のままで理解できるようになる英語の

多読。基本的な英語表現を大量にストックすることで、自然な英語表現力が身についていきます。反射的に英語が出て

くるようになる指導に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校 教養科 

研究タイトル： 

青年期の心身の健康 

 

氏名：  渡邉志保美／WATANABE Shihomi  E-mail： watanabe@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 教育学学士 

所属学会・協会： 日本体育学会・日本教育カウンセラー協会 

キーワード： 心の健康・心身相関 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 心身の健康と体育 

・ メンタルヘルスとうつ予防 

 

 

 

研究内容： 体育とメンタルヘルス 

 

体育実技を実施することとメンタルヘルスの健康については深い関係があり、体育実技をすることによって、「やる気」を

起こさせることや精神の安定を保つのに役立っているものと各研究から証明されている。軽運動がうつの予防にも関連

があると指摘されている。学校における体育お授業により、学生の健やかな心身の成長に役立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

可解多様体の幾何構造 

 

氏名：  澤井 洋／ SAWAI Hiroshi E-mail： sawai@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本数学学会 

キーワード： 数学, 微分幾何学, べき零・可解多様体, ケーラー構造の拡張, 位相不変量 

技術相談 

提供可能技術： 

本研究は, 離散群の構成も対象である. その手法は, 以下に応用できると考える： 

・ボロノイ図といわれる勢力圏図の作成 

・空間を離散的に扱い, 空間全体の現象を解析する分野 

 

研究内容：  

 

（シーズ内容） 

新技術の開発には, 数学は不可欠と信じています. 小生は, 自らの研究内容がどのように産業界に貢献できる

か興味があり, また, 産業界からのご要望を直接お伺いできる機会が得られればと, 考えております. 

 

（研究内容） 

等質空間で, 可解群が推移的に作用するコンパクトな空間を可解多様体という. べき零多様体も同様に定義

される. Hasegawa は, 可解多様体がケーラー構造をもつならば, トーラスとなること( Benson-Gordon 予想 ) 

を, 肯定的に証明した. そこで, 可解多様体におけるケーラー構造の拡張となる局所共形ケーラー構造・余ケ

ーラー構造について, 研究している.  

 

・局所共形ケーラー構造について ケーラー構造は外微分作用素によって定義されるものであるが, 局所共形

ケーラー構造は, 外微分作用素の拡張である adapted 作用素で定義される. 本研究は, adapted 作用素によ

る不変量を構成し, 局所共形ケーラー構造をもつ位相的必要条件を明らかにする. この部分的な研究として, 

局所共形ケーラー構造の研究において重要である Lee 形式の平行性と, adapted 作用素の関係性を明らかに

した.  

 

・余ケーラー構造について 局所共系ケーラー構造は, 外微分でなく, 余微分によって定義される. 但し, ４

次元多様体の場合, ケーラー構造と同値であることに注意する. 局所共形ケーラー構造の場合と異なり, 多く

のべき零多様体の例が供給されているが, その複素構造によって, ホロノミー群が異なる. 本研究は, この２

つの関係性を明らかにする. また, 可解多様体についても言及し, べき零多様体との違いも考察したい.  

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

数値シミュレーションによるクォーク・ハドロン物理学の研究 

氏名：   駒 佳明 ／ KOMA Yoshiaki  E-mail： koma@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本物理学会 

キーワード： 素粒子論，数値シミュレーション 

技術相談 

提供可能技術： 
・理論物理 

 

研究内容： クォーク・ハドロン物理学 

技術分野： 自然科学一般 

  

 世の中の物質は、原子や分子から、原子は原子核と電子から、原子核は陽子と中性子から、陽子と中性子はク

ォークとグルーオンから、というように階層構造により構成されていることが知られています。このうち、クォ

ークとグルーオンの観点で陽子や中性子など（総称してハドロンと呼ぶ）の諸性質を明らかにしようとするのが

クォーク・ハドロン物理学です。ハドロンの世界は、原子の大きさの約１０万分の１程度という非常に小さい世

界で、高エネルギー加速器実験などにより、その性質が明らかにされてきました。一方、クォークとグルーオン

の力学を扱う基礎理論は量子色力学（QCD）と呼ばれる SU(3) 非可換群に基づくゲージ場の量子論で、原理的に

はこの QCD を解けば、ハドロンの性質のすべてが解明されると期待されています。ただし、この理論が提唱され

てから約 40 年経っているものの、その理論的解析の困難さのため、いまだ解明されていない謎も残されています。

本研究では、それらの謎を解明すべく、離散化された４次元ユークリッド空間で QCD を定義して、スーパーコン

ピュータを用いた数値シミュレーションにより、QCD 真空の構造とハドロンの諸性質を探っています。 

 

 

 

 

 

研究者 PR・自己紹介 

  

基礎物理学、特に素粒子理論に興味をもっています。 

研究業績や担当授業などは http://user.numazu-ct.ac.jp/~koma/ にまとめてあります。 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

クイバーと概均質ベクトル空間 

 

氏名：  黒澤恵光／KUROSAWA Yoshiteru E-mail： 
y-kurosawa@numazu-

ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士 (理学) 

所属学会・協会： 日本数学会 

キーワード： クイバー、重み付きクイバー、概均質ベクトル空間 

技術相談 

提供可能技術： 

・クイバーに関するご相談 

・重み付きクイバーに関するご相談 

・概均質ベクトル空間に関するご相談 

 

研究内容： 
（1） 重み付きクイバーに付随する表現の不変式の第一基本定理に関する研究 
（2） 概均質ベクトル空間の分類に関する研究 

 

（1） 重み付きクイバーに付随する表現の不変式の第一基本定理に関する研究 

 

クイバー （有向グラフ） とは，1973 年に Gabriel により導入された表現論の道具であり，数学の様々な分野で重要

な役割を果たしている． 

 

クイバー � の次元ベクトル � の表現全体から成るベクトル空間 Rep���	 に，一般線形群の直積 GL�  が自然に作

用する．この組 �GL�,  Rep���	� をクイバー � に付随する表現という． GL�  の交換子群の作用に関する Rep���	 上
の不変式を通して，クイバー �  の表現を研究することが多い． 

 

不変式の中でも特に Schofield semi-invariant と呼ばれる特別な不変式が重要である．実際，Schofield-Derksen-

Weyman により，「不変式全体のなす環は，Schofield semi-invariant で生成される」 という不変式の第一基本定理が

与えられている． 

 

この第一基本定理を重み付きクイバー （クイバーの一般化） の場合に拡張することについて研究している． 

 

（2） 概均質ベクトル空間の分類に関する研究 

 

ゼータ関数と呼ばれる様々な関数があり，整数論の中心的な役割を演じている．これらの多くの関数に共通す

る性質として，関数等式と呼ばれるものがある． 

 

佐藤幹夫氏は，関数等式が成り立つ背景に，群の大きな作用があることを見抜き，1961 年に概均質ベクトル

空間 （PV）の理論を創始した．未知のゼータ関数の発見に繋がるため，PV の分類に関する研究は重要である． 

 

  PV の中でも特にクイバーに付随する PV に限っては，Kac による標準分解を用いた分類が知られている． 

 

この Kac による標準分解の理論を一般の PV の分類問題に応用することについて研究している． 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

ガルニエ系とその退化系の相空間の研究 

 

氏名：   鈴木 正樹 ／ SUZUKI Masaki E-mail： m-suzuki@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本数学会，日本数学教育学会 

キーワード： 微分方程式，可積分系，パンルヴェ系，ガルニエ系 

技術相談 

提供可能技術： 

・微分方程式論 

・複素関数論 

・パンルヴェ方程式の数理 

・ソリトン理論 

 

研究内容： ガルニエ系とその退化系の相空間の研究 

技術分野：  

 

 自然界の法則の大部分は、微分方程式の形で表現することができます。その微分方程式を解くことを積分するといいま

す。可積系とは、完全積分可能系ともいい、その解が具体的・明示的に求めることのできる微分方程式（または差分方程

式）たちことです。 

 可積分系の代表的なものとしてパンルヴェ方程式があります。これは、19 世紀最後の年にパンルヴェとガンビエが発見

した、動く分岐点を持たない 6 個の 2 階非線形常微分方程式の総称です。 

 パンルヴェ方程式は、ハミルトン構造、相空間（初期値空間）の構成、ベックルント変換など様々な立場からの研究が進

んでいますが、高次元化・多変数化への研究は未だ発展途上にあります。 

 そこで、最近、直接の研究対象としているのはガルニエ系とその退化した系です。これはパンルヴェ方程式の多変数版

にあたります。変数が多くなると計算量が膨大になるだけでなく、いくつもの困難が現れます。そのような中で、例えば、

相空間はどのような構造であるかなどの研究をしています。 

6 つあるパンルヴェ方程式の中で I 型から V 型までは、以下の図式のように VI 型から退化して得ることができます。こ

の図式は、線形微分方程式における特異点の種類と数によって 4 の分割で表すことができます。 

 

         ↗ III：1+3 ↘ 

VI：1+1+1+1 → V：1+1+2                   II：4 → I：None 

         ↘ IV：2+2 ↗ 

 

 この多変数版にあたるガルニエ系は 5 以上の自然数の分割によって、その退化系とともに表すことができます。例え

ば、2 変数ガルニエ系は、1+1+1+1+1 と表され、退化した系の 1 つとしては 1+1+1+2 などと表すことができます。 

研究者 PR・自己紹介 

 

 専門は複素領域における非線形の微分方程式論です。問題が古典的であることに魅力を感じ、特にソリトン方程式や

パンルヴェ方程式などのいわゆる可積分系と呼ばれる対象に興味を持っています。パンルヴェ方程式の解であるパンル

ヴェ関数が既知の特殊関数のように色々な場面で有効に用いられることを夢みています。 

 

 

提供可能な設備・機器：  
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所属 ： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

「ない」ものを「ある」というために 

 

氏名： 小田 昇平 ／ ODA Shohei E-mail： soda@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 修士（藝術） 

所属学会・協会： 美学会、文藝学研究会、全国高等専門学校英語教育学会 

キーワード： 美学、藝術学、観光社会学、精神分析、映画研究、ファッション研究 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 美学・藝術学に関する研究 

・ 哲学・思想史に関する研究 

・ 観光学とくに観光社会学に関する研究 

 

 

研究内容：  

 18 世紀フランスの哲学者、コンディヤックの思想研究からキャリアをスタート、ジャック・デリダのコンディヤック論をきっ

かけに、現在は現代思想を中心に研究しています。現在の研究対象・興味関心は、ジャック・ラカンの精神分析理論、ロラン・

バルトの言説、ゲオルグ・ジンメルの哲学・社会学理論、ヴラジーミル・プロップの口承文藝学、シチュアシオニスト理論やア

ナキズムです。作品や事例としては、セルジュ・ゲンスブール監督映画作品について、沼津の観光事例について、メゾン・マル

タン・マルジェラのアクセサリからファッションについて、それぞれ研究しています。雑多にみえるわたくしの研究はしかし、

「ない」ものを「ある」と言い張るためのメカニスムがその中心軸として屹立しています。いづれにしても、思想と、具体的な

作品や事例とが、お互い分かちがたく作用しうるように、抽象と具象とを往還しています。 

 

思想研究 

 18 世紀フランスを代表する思想家、コンディヤックの思想を改めて読み直しました。同じくフランスの現代思想を代表するジ

ャック・デリダの思想を手がかりとして、コンディヤックが展開する論理 logique が、じつはいわゆる論理とはかけ離れた論理

である類比 analogique であることを示しました。 

藝術作品研究 

 1976 年に封切りとなった映画作品としての『ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ Je t'aime moi non plus』は、セルジュ・

ゲンスブールが監督をつとめた初の長編映画です。本作品を上倉庸敬が提示する概念である「シーン」ごとに分析し、精神分析

をはじめとする理論装置を援用、スキャンダラスなモティーフに満ちた本作品の読解をはかりました。「シーン」概念や諸藝術と

の関係も考察対象です。 

観光社会学研究 

 観光においてわたくしたちは、風光明媚な地で地元老舗の名物料理に舌鼓、その地の歴史やその地を舞台とした作品に想いを

はせます。みるべきモノをみて、食べるべきモノを食べ、知っておくべきコトを知る、経験すべきモノゴトの To Do リストは、

観光客に期待させ、観光客の欲望をうみだします。「みたいものをみる」観光は、どのようにして成立するか。この問題につい

て、難解な現代思想と沼津における事例とを照らし合わせて、具体的に示しました。 

ファッション研究 

 ゲオルグ・ジンメルはアクセサリやモードについて思索を残しています。ジャック・ラカンの精神分析理論と、ロラン・バル

トの主としてファッションに関連する言説とを参照し、ジンメルの「アクセサリについての補論」を補強、転移をうみだす機能

をもつアクセサリ、そして転移をもたらすモードという視座をひらきました。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

教
養
科 

66 66



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

非線形効果が誘起する時空間構造の解明と制御 
掲載を希望しない 

氏名：  設楽 恭平 / SHITARA Kyohei E-mail： shitara@numazu-ct.ac.jp 

職名： 准教授 / Associate Professor 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本物理学会 

キーワード： 非線形物理、パターン形成、非平衡開放系、ソフトマター 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 分岐理論 

・ 偏微分方程式シミュレーション 

・ マルチエージェントシミュレーション 

 

 

研究内容：  

 ・自己駆動粒子集団の運動 

自己駆動粒子は直接的な外力を加えずとも自発的に動くものを抽象的な数理モデルとして表現したもので、典型的な

例としては生物が該当します。特に自己駆動粒子の集団運動の研究では、魚群や鳥の群れがなぜ自発的に形成される

のかを理解することで、車やロボットの自律制御に役立てようという動きもあります。自己駆動粒子はその抽象性故

様々な対象に適用でき、そのスケールも細胞から自動車に至るまで様々です。自身の直近の研究では、極性を示しな

がら動く細胞の集団運動を再現するために、自己駆動粒子に極性由来の相互作用を加味した系のマルチエージェント

シミュレーションを行いました（下図参照）。その結果、既存の研究では報告されていなかった新奇な振る舞いを見出

し、解析を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電場中の二相分離流体系のレオロジー 

異なる種類の高分子溶液を混合した流体（高分子ブレンド）は水と油のように二相に分離することがあります。この

分離した高分子ブレンドに電場を印加すると、それぞれの相の誘電率の違いにより電場方向に引き伸ばされた構造が

現れます。その構造の変化は流体の実効的な粘度の増加を引き起こし、産業における実用化も期待されています。し

かし、その性質の全体像は基礎的な部分を含めて未解明で、機能性流体として有効に活用する道を切り拓く上では、

流体内部の構造とレオロジーの関係を網羅的に明らかにする必要があります。本研究では特に分野全体でデータが不

足している数値シミュレーションによる解析を中心に、多様な用途での実用化を意識した研究を推進していきます。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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極性相互作用を示す細胞集団のマルチエージェントシミ
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル：  

頂点作用素超代数の対称性について 

 

氏名：  端川 朝典／HASHIKAWA Tomonori E-mail： 
t.hashikawa@numazu-

ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士(情報科学) 

所属学会・協会： 日本数学会 

キーワード： 頂点作用素超代数、代数的組合せ論、デザイン理論 

技術相談 

提供可能技術： 

・頂点作用素超代数の共形デザイン 

・符号、格子、頂点作用素超代数の関係やそれらの対称性 

・ 

 

研究内容： 最小共形重み空間が良い共形デザインである頂点作用素超代数の研究 

頂点作用素超代数(Vertex Operator Superalgebra, 以下 SVOA)は数理物理における二次元共形場理論を背景に持つ代

数構造です。重要な例の一つであるムーンシャイン頂点作用素代数は、その対称性としてモンスター単純群を実現さ

せることが知られています。モンスター単純群は有限単純群の分類定理における散在型に属する群であり、その中で

も一番大きい位数を持ちます。SVOA の対称性を研究することはモンスター単純群や関連する群の解明につながり重

要です。 

G.Hoehn 氏は、SVOA の構造的対称性を測る一つの尺度として頂点作用素代数(Vertex Operator Algebra, 以下 VOA)

に基づく共形デザインの概念を導入しました。SVOA は二元符号や格子などの組合せ的対象を数学的に扱ったときに

現れる性質と似通った性質を持つことで有名です。VOA に基づく共形デザインは、二元符号に基づく組合せデザイン

や整数格子に基づく球面デザインの類似物となります。ここでデザインとは、大雑把に言うと全体の集合を“適切”

な意味で近似する良い部分集合のことであり二元符号や整数格子の構造的対称性を測る一つの尺度となりえます。次

の問が基本的かつ重要と考えられます。 

【問】：二元符号に基づく組合せデザインの理論や格子に基づく球面デザインの理論において成立する主張の類似は

VOA に基づく共形デザインの理論においても成立するか。 

 私は主に、SVOA の最小共形重み空間に共形デザイン構造が入る場合について上述した問を考えています。その理

由の一つとして Venkov 氏による格子と球面デザインの研究があります。格子の中で一番原点から距離が近い点の集

合が球面 4-デザインである格子は超完璧格子と呼ばれており、Venkov 氏は一番近い距離が 2 と 3 の場合について分

類しました。その分類結果から私は、ある部分集合がデザイン構造を持つときに、その部分集合が全体の構造的対称

性を支配しているのではないかと考えました。この観点と、格子と SVOA の関係性から、私は「SVOA の最小共形重

み空間がある程度良い共形デザイン構造を持つとき、その共形デザイン構造が全体空間の構造的対称性にどのような

影響を与えるか」について興味を持ち、研究を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属：  沼津工業高等専門学校 教養科 

研究タイトル： 

圧縮性 Navier-Stokes 方程式の解の安定性解析 

 

氏名：  榎本翔太 ／ ENOMOTO Shota E-mail： enomoto-s@numazu-ct.ac.jp 

職名：  助教 学位：  博士（数理学） 

所属学会・協会： 日本数学界 

キーワード： 圧縮性 Navier-Stokes 方程式、安定性解析、漸近挙動 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 

・ 

・ 

 

 

研究内容： 圧縮性 Navier-Stokes 方程式の解の安定性解析 

 

 専門分野は偏微分方程式論の内の非線形偏微分方程式の数学解析です。特に扱っている方程式は圧縮性 Navier-

Stokes 方程式と言われる空気のような圧縮性粘性流体の動きを記述しているとされる方程式系です。偏微分方程式の

数学解析では方程式の持つ解の存在、解の一意性、解の安定性など様々な問題がありますが、その中で私は方程式

の解の安定性解析が主たる研究題目となっています。 

圧縮性 Navier-Stokes 方程式は質量保存則と運動方程式からなる連立方程式系ですが、数学としては準線形双曲-放

物型偏微分方程式系に分類され、安定性解析においては双曲型方程式から現れる解析の困難さが特徴となります。 

この圧縮性 Navier-Stokes 方程式の解の安定性について次のような研究を行ってきました。 

 

●層状領域における圧縮性粘性流体に対する安定性解析 

 2 つの超曲面に囲まれた非有界領域を層状領域といい、流体のパターン形成や乱流への遷移を研究する為の対象と

して古くから解析が行われてきた領域です。この層状領域に対して次のような圧縮性 Navier-Stokes 方程式の解の安

定性解析を行いました。 

・空間周期性を課した定常解 

・空間周期性を課した時間周期解 

いずれも境界上で流速が 0 となる粘着条件を課しています。これらの解は Reynolds 数と Mach 数が十分小さい時に漸

近安定であることが示し、その周辺の解は時間無限大で熱方程式の解と考察した解と同様の性質を有した関数の積で

書けることを示しました。 

境界条件を滑り境界条件に変更した問題として静止定常解の安定性解析も行っています。 

このとき、Reynolds 数と Mach 数が十分小さい時に漸近安定であり、静止定常解周りの解は非線形波動の重ね合わせ

で記述されることを示しました。粘着条件下では熱方程式（放物型方程式）の特徴を有しているのに対し、滑り境界条件

の場合は非線形波動（双曲型方程式）の特徴を有していることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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所属：  沼津工業高等専門学校 教養科 

研究タイトル：近代ドイツにおける哲学方法論の系譜および自然科学との協働 
――フリース学派および新フリース学派に着目して―― 

 

 

氏名：  太田匡洋 ／ OOTA Tadahiro E-mail： oota@numazu-ct.ac.jp 

職名：  助教 学位：  博士（文学） 

所属学会・協会： 日本哲学会、日本倫理学会、Schopenhauer-Gesellschaft ほか 

キーワード： 哲学 西洋哲学史 近代ドイツ哲学 哲学方法論 フリース学派 新フリース学派 

技術相談 

提供可能技術： 

・哲学・西洋哲学史および、倫理学理論、応用倫理学に関する講義が可能 

・近代ドイツ哲学史に関する専門的な文献読解、研究および講義が可能 

・一般的な高等学校の倫理に関する講義が可能 

 

 

研究内容： 19 世紀～20 世紀初頭のドイツにおける哲学と自然科学の協働 

1. 本研究の前提 

「哲学」という分野が今日のような意味を獲得したのは、19 世紀から 20 世紀にかけてのドイツにおいてである。この

時期に、イマヌエル・カントの哲学を典範として、諸科学の基礎概念や根源的な問題を追及する分野としての「哲学」が

成立した。その意味では、現代にいたる「哲学」の学統、ひいては我々の常識のルーツは、19 世紀から 20 世紀にかけ

てのドイツ哲学のうちにこそ求められる。 

従来の哲学史研究においては、カント哲学における「超越論的観念性」の深化を共通の狙いとして、ラインホルトから

「フィヒテ－シェリング－ヘーゲル」へと連続的に展開した「ドイツ観念論」の図式が、ポストカントのドイツ哲学史を捉え

るうえでの通説となっている。 

その結果、このような哲学史

理解のもと、19 世紀～20 世

紀初頭における、哲学の思

弁への傾倒および、哲学の

孤立化という哲学像が生み

出されてきた。 

 

2. 本研究の着眼点および目的 

しかし、19 世紀および 20 世紀初頭においては、自然科学の研究においてもカント哲学

の受容が行われていた。このような自然科学との協働を担っていたのが、カント哲学が内

包するもう一つの契機である、「経験的実在性」を徹底化しようとする思想潮流である。具

体的には、ドイツ観念論と同時代に影響力を誇った J.F.フリースの存在および、その哲学

的立場を受け継いだ 19 世紀後半のフリース学派および 20 世紀初頭の新フリース学派

の存在である。しかし、フリース、フリース学派、新フリース学派の哲学は、上記のような

「ドイツ観念論」という哲学史観のもとで、哲学研究から忘却されてきた経緯を持つ。 

そこで本研究は、「ポストカントにおけるドイツの哲学潮流は、いかにして自然科学者と

協働していたのか？」という問題を扱う。このポストカントにおける哲学と自然科学の協働

は、一方では哲学の側における科学思想というかたちでなされている反面、他方では自

然科学の分野においても、数学および、生物学・生理学、の二つの分野において顕著に

認められる。そこで本研究では、19 世紀から２０世紀初頭のドイツにおける哲学と自然科

学の協働を、(1)フリース学派、(2)新フリース学派、のそれぞれについて明らかにする。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 
新フリース学派の一員で 

ノーベル生理学医学賞を受賞した 

O.マイヤーホフの哲学論文 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

重み付き関数不等式と回転磁気流体方程式の数学解析 

 

氏名：  米田 慧司／ YONEDA Keiji E-mail： yoneda@numazu-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（数理学） 

所属学会・協会： 日本数学会 

キーワード： ｔhe weighted interpolation inequalities, the rotating MHD equations 

技術相談 

提供可能技術： 

・ 

・ 

・ 

 

 

研究内容： 重み付き関数不等式と回転磁気流体方程式の数学解析 

 本研究では，「重み付き関数不等式」と「回転磁気流体方程式」の 2 つを研究テーマとしています． 

 

・回転磁気流体方程式の数学解析について 

 本研究では，太陽のような回転する大規模な物体上の磁気流体が引き起こす現象を，回転磁気流体方程式の初期

値問題を考察することにより，非線形偏微分方程式の側面から物理現象の解明を行います． 

天体が自転することにより生じる “ Coriolis 力” は，天体上の流体に対して， 「分散性」 と 「異方性」 を与えま

す．そのため，天体の自転の速度が大きくなれば“ Coriolis ”力による影響を受け，天体上の 3 次元流は 2 次元流へと

収束していくことが知られています． 

本研究では，上記の自転する天体上の流体の動きを記述する，「 Coriolis 力付き非圧縮性 Navier-Stokes 方程

式」 と， Faraday の電磁誘導の法則からくる 「磁場に関する Maxwell の方程式」 の連立系として表される，回転磁

気流体方程式を，非線形偏微分方程式の手法を用いて解析を行い，その方程式の時間大域解の一意存在を考察しま

す． 

 また，本研究を行うことで，他の分野の研究者が太陽上の磁性流体の動きを観測し，数値解析を行った結果を，数学

的な側面からの意味づけ，妥当性の保証を行うことができます． 

 

・重み付き関数不等式の数学解析について 

 本研究では，“ Gagrliardo-Nirenberg の不等式”や “Hardy-Littlewood-Sobolev の不等式” などの，実解析の分野

に現れる，古典的な関数不等式に重み冪関数を付与した重み付き関数不等式を考察します． 

その重み付き関数不等式において，取り扱う関数に球対称性などの制限をかけることにより，不等式が成り立つため

の条件を改善することや，不等式そのものの改良を目的としています． 

 本研究で得た改善された関数不等式は，１つ目の研究課題である，非線形偏微分方程式の解の評価をより精密なも

のにすることや，既存の結果よりも緩和された条件のもと時間大域解の一意存在を証明できることが期待されます． 
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所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

風土記の分析による奈良時代の地方統治システムの解明 

 

氏名：  長谷川 豊輝／HASEGAWA Toyoki E-mail： t.hasegawa@numazu-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（文学） 

所属学会・協会： 
上代文学会、萬葉学会、古代文学会、古事記学会、風土記研究会、美夫

君志会、日本文学協会、全国大学国語国文学会、水門の会 他 

キーワード： 人文・社会、日本文学、日本文化、古代文学、風土記、国語科教育、富士山 

技術相談 

提供可能技術： 

・日本文学：古代文学（奈良時代～平安時代）及び享受史 

・日本文化：富士山学 

・国語科教育：小論文、作文及び教科指導 

 

研究内容：  

１、古代文学の研究 

奈良時代の地誌である風土記を主たる研究対象としています。 

風土記は奈良時代に朝廷の命令により編纂された報告書であり、地方の統治において重要な役割を担っていたとさ

れます。これまで風土記は、『日本書紀』『古事記』『万葉集』などの他文献を補う資料とされ、風土記そのものを分析対

象とする研究はほとんど行われてきませんでした。近年、こうした状況は改善されつつありますが、現存する五つの風

土記（『出雲国風土記』『播磨国風土記』『常陸国風土記』『豊後国風土記』『肥前国風土記』）をまとめて論じる傾向にあ

ります。したがって現代の研究においては、それぞれの地方がどのように記されているのかを文献に即して分析し、奈

良時代の地方統治システムを明らかにする必要があります。 

特に重要なのは、太宰府や筑紫といった朝廷（中央）とは異なる文化圏を有し、東アジアの国々への対外政策の最

前線であった九州地方の位置づけです。この問題については、『日本書紀』や『古事記』といった朝廷側の文献、あるい

は歴史学の分析により独自の文化や統治のシステムを有していることが示されつつありますが、地方の国司がそれを

どのように記録し朝廷に対して報告したのかについては未解決の課題が多く残されています。 

私の研究は、『豊後国風土記』（現大分県）及び『肥前国風土記』（現佐賀県・長崎県）を分析対象として、他の文献と

の比較を行うことで、朝廷が示した歴史に対して地方がどのように自らを位置づけたのかを明らかにすることを目的とし

ています。九州地方統治のメカニズムを一つのモデルとして提示し、奈良時代の政治のシステムを文献の解釈手法に

より明らかにすることで、文学・歴史学分野へ貢献していきたいと考えています。 

 

２、古代文学の享受の研究 

 古代文学の研究と並行して、それらがどのように享受されていったのかについて研究しています。後世の人々が、古

代をどのようなものと捉え自らの時代の中で位置付けていったのかに興味があります。 

 近年は、中世における浦島子（浦島太郎）について研究を行っています。今後は、近代における古代文学の政治的な

利用や現代における教材としての利用、加えて古代文学の翻訳・紹介や国際的な研究の促進に携わっていきたいと考

えています。 

 

３、日本文化（富士山学） 

 日本文学の研究の延長として、富士山に関わる文学・文化の研究に取り組んでいます。近年は、古代における本地

域の位置づけについて興味を持っています。本研究の成果を踏まえた授業づくりや地域の方々との交流、及び分野を

横断した研究を行うことで、本高専の教育理念である「人がらのよい優秀な技術者」の養成及び地域の文化・産業に貢

献していきたいと考えています。 
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研究内容：  

・文芸学・文学理論・物語論・虚構論 

文字で書かれ、書物として読まれてきた古典作品を研究対象とする日本文学や英米文学などの個別の各国文学研

究とは異なり、文芸学（Literaturwissenschaft）は、神話や伝説、民話など口頭で語り伝えられてきた広義の文芸をも

対象として含め、芸術の一様式として文芸を扱う学問領域です。文芸学の目的の一つに、現代の文学理論をそれ自

体として研究し、文芸と人間の知とのかかわりや文芸の人間学的な存在意義を解明することがあります。文芸学の立

場でフランスや英米の文学理論を読解し解釈しながら、文学的フィクションが人間のどのような世界認識の在り方に

根差しており、どのような原理をもって生成されるのかを解明することが、私の研究の具体的な目論見です。 

 

・効果的な英語学習のために学習者にメタ認知と自律学習を促す学習マネジメントの実践 

これまで大学や専門学校、民間の教育機関で、長らく講師として１６歳から２２歳の日本人学生に英語の指導をしてき

ました。いかにすれば学生が効果的に学習を進められるのか、確実に言語運用能力を高めていけるのかという点に

ついて模索し続けた結果、学習に関してプランニング（計画立て）とリフレクション（振り返り）を適切に行い、自律学習

を行うことができている学生ほど高い成果をあげていることに気づきました。そこで、学習用アプリとチューターによる

コーチングを二本の柱とする学習マネジメント体制を築きました。日々の学習活動や成績の推移をアプリを通じて記

録し、それに基づいて適切なフィードバックを行うことで、学生がプランニングとリフレクションを自力で適切に行えるよ

う導き、成果を上げることができました。このように、現場における実践を通じて効果的な学習方法を模索してきました

が、今後は言語学や心理学の知見をふまえながら、英語の効果的な学習方法についての実証研究を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 沼津工業高等専門学校・教養科 

研究タイトル： 

認知と物語生成／英語教育と学習方略 

 

氏名：  萩原 康一郎／HAGIWARA Koichiro E-mail： hagiwara@numazu-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 修士 

所属学会・協会： 全国高等専門学校英語教育学会 

キーワード： 文芸学、文学理論、物語論、虚構論、哲学、言語学、社会学、英語教育、学習方略 

技術相談 

提供可能技術： 

・文芸学、文学理論、神話学、解釈学、分析哲学の講義と指導 

・哲学、日本文学、英米文学、言語学、社会学の講義と指導 

・英語・フランス語の指導 

・アカデミックスキル（論文やレポートの書き方など）の指導 

 

提供可能な設備・機器：  
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所　　　属 シーズ名 ページ

ア 青 木 悠 祐 電子制御工学科 創発的医療支援ロボットシステムの構築 29

青 山 陽 子 物 質 工 学 科 天然ゴムの脱タンパク質化と新機能性材料の開発 42

新 井 貴 司 物 質 工 学 科 液相法によるセラミックス合成 50

伊 藤 拓 哉 物 質 工 学 科 廃棄物等未利用炭化水素資源のエネルギー転換 49

稲 津 晃 司 物 質 工 学 科
高効率・低環境負荷プロセス開発のための触媒を用いる化成品
合成と有害物質の無害化

43

牛 丸 真 司 電子制御工学科 ２周波RTK 測位による高精度位置情報とその応用 21

榎 本 翔 太 教 養 科 圧縮性Navier-Stokes 方程式の解の安定性解析 69

大 川 政 志 物 質 工 学 科
触媒活性能を持つ新規な遷移金属元素含有酸化物ナノチュー
ブ

44

大 久 保 進 也 制御情報工学科 光学材料の偏光イメージングに関する研究 36

大 澤 友 克 電気電子工学科 マイクロマグネティクスシミュレーションによる磁性材料の解析 18

太 田 匡 洋 教 養 科
近代ドイツにおける哲学方法論の系譜および自然科学との協働
――フリース学派および新フリース学派に着目して――

70

大 津 孝 佳 電気電子工学科 電子デバイスの静電気破壊現象計測と対策技術開発 11

大 沼 巧 電子制御工学科 永久磁石同期モータの高性能制御 27

大 庭 勝 久 電子制御工学科 組込みデバイスによる気流中の温度・速度の計測技術開発 25

岡 田 哲 男 校 長
凍結過程の理解と凍結による機能創成
　高機能分析・計測化学

1

小 田 昇 平 教 養 科 「ない」ものを「ある」というために 66

カ 香 川 真 人 電子制御工学科
ソーシャルなロボットシステムの構築とインタラクションデザイン
の研究

30

金 子 裕 哉 制御情報工学科 有線/無線の通信システム 40

川 上 誠 電子制御工学科 分散移動ロボットのシステム構築に関する研究 22

金 顯 凡 機 械 工 学 科 天然繊維複合材料開発，接着剤を用いた結合技術開発 8

黒 澤 恵 光 教 養 科 クイバーと概均質ベクトル空間 64

小 谷 進 電子制御工学科 自動Conventional Patch-clamp システムの開発 28

後 藤 孝 信 物 質 工 学 科 未利用資源を利用した魚類飼料の開発 41

小 林 美 恵 子 教 養 科 近現代日本女性文学研究―佐多稲子を中心に 52

小 林 美 学 教 養 科 不定比性希土類マンガナイト化合物の創製 51

駒 佳 明 教 養 科 数値シミュレーションによるクォーク・ハドロン物理学の研究 63

小 村 元 憲 電気電子工学科 自己組織化ナノ構造制御とナノテンプレート機能 16

サ 佐 藤 崇 徳 教 養 科
地理を基盤とした地域空間についての教材開発及びコンピュー
ターを用いた地理的情報の表現手法の研究

55

佐 藤 誠 教 養 科 運動形成に関する現象学的研究 54

澤 井 洋 教 養 科 可解多様体の幾何構造 62

設 楽 恭 平 教 養 科 非線形効果が誘起する時空間構造の解明と制御 67

嶋 直 樹 電気電子工学科 ステレオ画像計測を用いた電波強度分布測定 17

鄭 萬 溶 電子制御工学科 AI の社会実装（データサイエンス、エッジデバイスの開発） 23

新 冨 雅 仁 機 械 工 学 科 SHS（燃焼合成法）による材料合成 3

鈴 木 静 男 電子制御工学科 陸上生態系の炭素動態モデルの構築 26

鈴 木 尚 人 機 械 工 学 科 失明原因疾患における早期診断支援システムに関する研究 6

鈴 木 久 博 教 養 科 ユダヤ系アメリカ文学に関する研究 56

氏　　　名

氏名索引

74 74



所　　　属 シーズ名 ページ氏　　　名

鈴 木 正 樹 教 養 科 ガルニエ系とその退化系の相空間の研究 65

鈴 木 康 人 制御情報工学科 形式手法による情報システムの動作検証 34

住 吉 光 介 教 養 科 数値計算による超新星爆発メカニズムの解明 53

芹 澤 弘 秀 制御情報工学科 波動（電磁波・音波）の散乱と放射の研究 35

タ 高 野 明 夫 電気電子工学科 パワーエレクトロニクス技術の電動機制御への応用 12

高 矢 昌 紀 電気電子工学科 高忠実色再現に関する研究 19

竹 口 昌 之 物 質 工 学 科 廃棄バイオマスからの未利用資源回収と有用物質生産 45

遠 山 和 之 電子制御工学科 高分子絶縁材料の高電界誘電特性評価 24

ナ 永 禮 哲 生 機 械 工 学 科 ニッケルチタン合金の切削機構について 5

成 田 智 子 教 養 科 英語でコミュニケーションをとるために 59

西 村 賢 治 電気電子工学科 核融合プラズマ対向壁間相互作用の研究 15

野 毛 悟 電気電子工学科 機能性薄膜を用いた新しい電子デバイスの創出 13

ハ 芳 賀 多 美 子 教 養 科 江戸時代中後期の俳諧研究 58

萩 原 康 一 郎 教 養 科 認知と物語生成／英語教育と学習方略 73

端 川 朝 典 教 養 科 頂点作用素超代数の対称性について 68

長 谷 川 豊 輝 教 養 科 風土記の分析による奈良時代の地方統治システムの解明 72

平 田 陽 一 郎 教 養 科 中国・魏晋南北朝隋唐時代における軍事と外交に関する研究 57

藤尾 三紀夫① 制御情報工学科 医療福祉支援システムの開発 31

藤尾 三紀夫② 制御情報工学科 デジタルエンジニアリングによる高度生産技術開発 32

古 川 一 実 物 質 工 学 科 細胞工学的アプローチによる植物育種研究 46

マ 前 田 篤 志 機 械 工 学 科 低フルード数浮力噴流における特異流入現象に関する研究 9

三 谷 祐 一 朗 機 械 工 学 科 生産システムの制御・PID 制御 4

宮 下 真 信 制御情報工学科 大脳皮質感覚野における外界情報表現の研究 33

村 上 真 理 教 養 科 豊かな表現力と人間性のはぐくみ 60

村 松 久 巳 機 械 工 学 科
空気圧ゴム人工筋肉を用いた立位保持装置と重心移動装置の
開発

2

望 月 孔 二 電気電子工学科 センサインターフェイス回路の開発 14

ヤ 矢 入 聡 制御情報工学科 人の音空間知覚に関する研究 39

山 崎 悟 史 制御情報工学科 ワイヤレスIoT デザイン 37

山 中 仁 機 械 工 学 科 不等速運動機構・機械要素設計に関する研究 7

山 根 説 子 物 質 工 学 科 疎水化多糖－無機ハイブリッドナノ粒子の合成 48

山 之 内 亘 電気電子工学科 生体計測に基づく制御系の構築 20

横 井 敦 史 機 械 工 学 科 静電相互作用による粒子集積化 10

横 山 直 幸 制御情報工学科 小児用補助人工心臓の研究開発 38

米 田 慧 司 教 養 科 重み付き関数不等式と回転磁気流体方程式の数学解析 71

ワ 渡 邉 志 保 美 教 養 科 青年期の心身の健康 61

藁 科 知 之 物 質 工 学 科 近赤外光活性物質の分析化学的応用 47
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学科 提供可能な設備・機器
関連

ページ
重心動揺計 グラビコーダ GP-31（アニマ） P2
オムロン株式会社製の制御機器(PLC・サーボ・センサなど) P4
汎用マイコン(PSoC)を用いた倒立振子・磁気浮上制御教材 P4
PLC を活用した温度・湿度制御システム P4
高速度カメラ（Photoron FASTCAM SNY-004） P7
工業用鋼性鏡（STRORZ） P7
⻭形試験機・５LD（浜井産業） P7
工具顕微鏡（ツガミ） P7
データロガー（Graphtec GL-900-4） P7
USB インターフェース（NI USB-6251） P7
手動式射出成形機 P8
引張および疲労試験機 P8
デジタルマイクロスコープ P8
静電気放電現象観察装置 P11
大気圧プラズマ実験装置 P11
膜厚中帯電状態観察装置 P11
伝送路シミュレーション P11
3D ブロック&スタディーノロボット開発環境 P11
光電界プローブ P11
超高感度紫外線カメラ P11
誘導電動機と直流発電機のトルクセンサ付ＭＧセット（大洋電気工作所） P12
真空蒸着装置：VPC-260F（アルバック機工） P13
フルレンジマイクロスコープ：VHX-2000（Keyence） P13
段差計：DektakXT-S（アルバック） P13
四入力デジタルオシロスコープ WaveJet 324A (LeCroy) P14
四入力デジタルオシロスコープ TDS2024B (Tektronix) P14
四入力デジタルオシロスコープ DL1300 (Yokogawa) P14
２出力ファンクションジェネレータ 33522A (Agilent) P14
１出力ファンクションジェネレータ 33220A (Agilent) P14
LCR メータ 4263B（Agilent） P14
16bit × 16ch DAQ NI_USB-6218 (NI) P14
DSpic 開発機 ｄsPICF-400 (マイクロテクニカ) P14
PIC 開発機PICD-500EX5 (マイクロテクニカ) P14
AVR 開発機 AVRISP mkII (Atmel) P14
研究室で開発した粒子輸送シミュレーションプログラム P15
走査型プローブ顕微鏡 (Brukeｒ社) P16
スーパーインクジェットプリンタ （SIJ テクノロジ社） P16
超高サイクル疲労試験機 （エミック社） P16
ラビング装置 （EHC 社） P16
スペクトラム・アナライザ N9000A (Agilent) P17
ベクトル・ネット−ワーク・アナライザ 8714ES (Agilent) P17
オシロスコープ MSOX3024A (Agilent) P17
デジタルカメラ PowerShot G10 (Canon) P17
USB データ収録デバイス USB-6341 (National Instruments) P17
USB データ収録デバイス USB-6210 (National Instruments) P17
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学科 提供可能な設備・機器
関連

ページ
I2C/SPI/SMBus インターフェース USB-8451 (National Instruments) P17
GPIB コントローラ GPIB-USB-HS (National Instruments) P17
実験プラットフォーム NI ELVIS Plus (National Instruments) P17
測定器制御ソフトウェア LabView2012 (Nationaql Instruments) P17
分光放射輝度計 Photo Research PR 650 P19
色彩輝度計 Topcon BM-7 P19
分光測色計 コニカミノルタ CM-2600D P19
カラーキャリブレータ X-rite eye-one XT P19
色彩輝度計(ポータブル) コニカミノルタ CS-100A P19
マルチスペクトルカメラ(16 バンド) P19
多原色表示装置(6 原色) P19
３D 触覚提示装置 P20
除振台 P20
３D プリンタ 2 台 P20
GNSS 基準局（沼津高専、電子制御棟屋上接地） P21
GNSS ２周波レシーバ（ ZED-F9P RTK システム開発用ボードF9PX1） P21
CLAS 信号受信ボード（NEO-D9C 開発ボード D9CX1 P21
Raspberry Pi 4 Model B P21
Windows ノートPC P22
ダイセン電子工業 小型移動ロボット TJ3B P22
GigE カメラ P22
小型二足歩行ロボット P22
その他 ロボット多数 P22
レーザー変位計（KEYENCE） P23
インパクトハンマー（東陽テクニカ） P23
4Ch Signal Conditioner（PCB） P23
加速度計（１軸および３軸多数） P23
計算資源（ディープラーニング学習） P23
イオン・スパッタリング装置 日本電子 PECS Model 882 P24
エリプソメータ HORIBA Auto SE P24
スパッタリング装置 日本電子 JEC-3000FC P24
デジタルオシロスコープ Tektronix DPO7104C P24
高圧電源(20kV) 松定 HAP-20B20 P24
マルチチャネル分光器 浜松ホトニクス PMA-12 P24
電流積分計 Q(t)メータ A&D AD-9832A P24
サーモグラフィ 日本アビオニクス R300SR P24
ＰＸＩシステム（FPGA 内蔵PXI7854R）(日本ナショナルインスツルメンツ) P25
微差圧計DMP200N12 (岡野製作所) P25
マルチチャンネルデータステーションGraduo DS-2104A (小野測器) P25
信号発生装置 WF1948 (ＮＦ回路設計ブロック) P25
信号発生装置 DF1906 (ＮＦ回路設計ブロック) P25
トルク計測 P27
騒音計測 P27
モータ制御性能評価 P27
パッチクランプ用増幅器EPC-7 Plus （HKEA） P28
ガラス電極作製機 P-2000 （Sutter） P28
振動刃ミクロトーム VT1000S (Leica Biosystems) P28
8ch 細胞外電位記録システム MED8 (Alpha MED Scientific) P28
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学科 提供可能な設備・機器
関連

ページ
超音波診断装置・Aplio 500 （東芝メディカルシステムズ） P29
超音波診断装置・nemio SSA-550A （東芝メディカルシステムズ） P29
筋電図･誘発電位検査装置 MEB-9400 (日本光電) P29
小型ワイヤレス脳波計・Emotiv EPOC （EMOTIVE） P29
ギガネットモノクロカメラシステム・GE60 （ライブラリー） P29
筋電センサー・乾式/湿式タイプ （追坂電子機器） P29
CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) P29
数値計算・シミュレーションソフトウェア Matlab/Simulink (MathWorks) P29
CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) P31
非接触３次元測定機 SmartSCAN (Bruckmann) P31
３次元測定機 CRYSTA-Apex S574 (ミツトヨ) P31
Azure for KINECT (マイクロソフト) P31
筋電図･誘発電位検査装置 MEB-9400 (日本光電) P31
携帯型超音波測定機 VSCAN (GE ヘルスケア) P31
ベッドサイドモニタ BSM-6301 (日本光電) P31
３軸成分切削動力計 9129A /5070A (Kistler) P32
５軸加工機 V33i -5XB (牧野フライス) P32
５軸CAM HyperMill (Openmind-tech) P32
５軸NC 機械加工シミュレーション G-Navi (アイコクアルファ) P32
CAD ソフトウェア Rhinoceros (Robert McNeel & Associates) P32
CAD ソフトウェア SolidWorks (Dassault Systems) P32
モデル検査ツール Spin (Lucent Technologies, Bell Laboratories) P34
反射微分干渉型金属顕微鏡（ニコン） P36
システム実体顕微鏡・SMZ-10-1（ニコン） P36
オプティカルチョッパー・55783-L（エドモンド・オプティクス・ジャパン） P36
ロックインアンプ・55784-I（エドモンド・オプティクス・ジャパン） P36
多機能デジタルロックインアンプ・LI5640（エヌエフ回路設計ブロック） P36
ファンクションジェネレータ・FG-281（ケンウッド） P36
⾃動偏光子ホルダー・ＫＳ４９１−３０（駿河精機） P36
高輝度楕円ビームダイオード・V31-0300（駿河精機） P36
超精密レーザー測定システム（ヒューレットパッカード） P36
システム実体顕微鏡・SMZ-10-1（ニコン） P36
E/O, O/E 変換モジュール(対向) 60MHz-3GHz P40
低駆動電圧 10Git/s LN 強度変調器(シングル電極型) P40
光ファイバ P40
GNSS 評価キット P40
FPGA 評価キット P40
ROF101（スタック電子） P40
T.MXH1.5-10PD-ADC-LV ゼロチャージ型（住友大阪セメント） P40
SEI オプティフロンティア P40
EVK-M8F-0-01（u-blox） P40
EK-K7-KC705-G（ザイリンクス） P40
分光光度計(日本分光) P41
高速液体クロマトグラフィー(日立，島津) P41
ガスクロマトグラフィー(島津) P41
流通式触媒反応装置（⾃作） P43
熱重量/示差熱同時分析装置 TG/DTA 7200（SII ナノテク） P43
ガスクロマトグラフ FID，TCD，MS（複数，島津製作所 他） P43
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学科 提供可能な設備・機器
関連

ページ
液体クロマトグラフUV-VIS,RID 等（複数，島津製作所 他） P43
粉末X 線回折装置 Xpert（パナリティカル） P43
⾃動ガス/蒸気吸着測定装置Belsorp Max（日本ベル） P43
元素分析装置付走査型電子顕微鏡JSM-6010LA（日本電子） P43
イオンクロマトグラフ-ICP 質量分析装置(ダイオネクス/サーモ) P43
不活性ガス循環式グローブボックスGBJV080（GBJ） P43
金属/ガラス製真空実験装置（幕張理化学硝子） P43
電子状態計算ソフトウェアＧａｕｓｓｉａｎ０9ｗ (Gaussian) P44
顕微レーザーラマン分光装置NRS-7000(日本分光) P44
微生物培養装置 10L, 5L, 1L (ABLE Biott) P45
高速冷却遠心機 （日立工機） P45
水分計 （島津製作所） P45
高速液体クロマトグラフ（ 島津製作所，日立ハイテクサイエンス） P45
脱水ろ過試験器（宮本製作所） P45
ジャーテスター（宮本製作所） P45
ハンマータイプクラッシャー（アズワン） P45
生物顕微鏡（オリンパス） P45
サーマルサイクラー・Veriti（Applied biosystems） P46
グロースキャビネット（PHC） P46
クリーンベンチ（Hitachi） P46
パーティクルガン（BioRad） P46
落射式蛍光顕微鏡（Olympus BX53 仕様） P46
位相差顕微鏡（Olympus BX51） P46
垂直回転培養器（広島設備開発HSK-RB L108-1） P46
紫外可視近赤外分光光度計・V-670iRM（日本分光） P47
蛍光分光光度計・F-4010（日立） P47
ポテンショスタット ガルバノスタット・HAB-151（北斗電工） P47
マルチ水質計・MM-60R（東亜DKK） P47
pH メータ・HM-25G（東亜DKK） P47
大気圧イオン化飛行時間型質量分析計・JMS-T100LP AccuTOF LC-plus（日本電子） P47
pH メーター D-52（HORIBA） P48
低温恒温水循環装置 CTP-1000 (EYELA) P48
C-FID・GC-2014、GC-14B、GC-8A（島津製作所） P49
GC-FID 用メタナイザー・MTN-1（島津製作所） P49
GC-TCD・GC-14B、GC-8A（島津製作所） P49
GC-MS・GCMS-QP5050A（島津製作所） P49
GC 用オートサンプラー・AOC-20i P49
TOC・TOC-VE（島津製作所） P49
ハロゲン水分計・HMA1101（ASONE） P49
電磁誘導撹拌式オートクレーブ・特注（鈴木理化製作所） P49
小型流動層反応炉・⾃作（要望に応じて改造可能） P49
縦型反応炉・⾃作（要望に応じて改造可能） P49
X 線回折装置XʼPert Powder ( Panalytical ) P51
シリコニット炉 TM-K30 ( シリコニット高温工業 ) P51
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独立行政法人国立高等専門学校機構

沼津工業高等専門学校

Access Map

交通案内

●JR三島駅北口よりタクシーにて約10分
●JR沼津駅南口より富士急シティバス「がんセンター行」又は
  「マーレ沼津工場前行」乗車、「マーレ沼津工場前」下車、徒歩約10分
●JR下土狩駅より徒歩約20分
●東名高速道路沼津インターチェンジより車で約5分
●新東名高速道路長泉沼津インターチェンジより車で約5分

〔沼津高専〕

●JR沼津駅北口より徒歩約5分
●沼津高専より車で約10分

〔サテライトオフィス（N-com）〕
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